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は
じ
め
に

　

近
年
の
朝
河
貫
一
研
究
は
、
イ
ェ
ー
ル
大
学
が
所
蔵
す
る“A

sakaw
a Papers ”

に
よ
る
伝
記
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
、
さ
ら
に
は
朝
河
の

業
績
に
関
す
る
詳
細
な
調
査
、
研
究
が
盛
ん
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
朝
河
の
日
本
語
図
書
収
集
に
つ
い
て
も
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
全
体
の
研

究１
や
京
都
古
文
書
に
関
す
る
具
体
的
な
調
査２
な
ど
、
大
き
な
進
展
が
み
ら
れ
る
。
特
に
第
一
回
帰
国
時
（
一
九
〇
六
│
一
九
〇
七
年
）
の
図

書
収
集
に
つ
い
て
は
、
松
谷
有
美
子
氏
に
よ
る
一
連
の
研
究３
に
よ
り
、
日
本
図
書
館
界
へ
の
影
響
も
含
め
て
多
く
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き

た
。
本
稿
で
は
、
そ
れ
ら
既
存
の
研
究
成
果
に
依
り
な
が
ら
、
朝
河
が
、
そ
の
母
校
で
あ
る
早
稲
田
大
学
の
図
書
館
長
で
あ
っ
た
市
島
謙

吉
（
春
城
）
に
あ
て
た
書
簡
な
ど
を
手
掛
か
り
に
、
朝
河
の
日
本
語
図
書
収
集
お
よ
び
早
稲
田
大
学
図
書
館
の
蔵
書
構
築
に
朝
河
が
果
た

し
た
役
割
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
な
お
、
こ
こ
で
紹
介
す
る
朝
河
貫
一
書
簡
（
市
島
春
城
宛
）
二
通
は
早
稲
田
大
学
図
書
館
が
か
ね

て
所
蔵
し
て
い
た
も
の
だ
が
、
既
刊
の
『
朝
河
貫
一
書
簡
集４
』（
以
下
、『
書
簡
集
』
と
す
る
）
な
ど
で
も
紹
介
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
、
そ
の

意
味
で
は
新
出
資
料
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
書
簡
に
加
え
、
市
島
の
遺
し
た
筆
録
、
日
記
な
ど
も
参
照
し
な
が
ら
検
討
を
進
め
、
早
稲
田
大

学
図
書
館
所
蔵
の
市
島
宛
朝
河
書
簡
に
つ
い
て
は
そ
の
全
文
（
付
属
資
料
含
む
）
の
翻
刻
を
掲
げ
る
こ
と
と
す
る
。

『
早
稲
田
大
学
図
書
館
紀
要
』
第
六
十
八
号
（
二
〇
二
一
年
三
月
）

朝
河
貫
一
の
図
書
収
集
と
早
稲
田
大
学
図
書
館

│
│ 

市
島
春
城
へ
の
書
簡
を
参
考
と
し
て 

│
│

藤
　
原
　
秀
　
之
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１
．
朝
河
の
日
本
語
図
書
収
集
の
概
要

　

朝
河
貫
一
は
一
八
七
三
年
（
明
治
六
）
に
福
島
県
二
本
松
に
生
ま
れ
、
一
八
九
二
年
（
明
治
二
五
）
年
東
京
専
門
学
校
文
学
科
に
入
学
、

そ
の
後
坪
内
逍
遙
、
大
西
祝
ら
の
教
え
を
受
け
、
一
八
九
五
年
（
明
治
二
八
）、
優
秀
な
成
績
で
卒
業
し
た
と
い
う５
。
当
時
文
学
科
は
創
設

間
も
な
い
時
期
で
、
市
島
は
当
時
の
様
子
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

金
子
（
馬
治
）、
水
谷
（
弓
彦
）
〜
な
ど
い
ふ
面
々
は
皆
第
一
期
生
で
、
島
村
（
瀧
太
郎
）、
後
藤
（
寅
之
助
）、
中
島
（
半
次
郎
）
が
第

二
期
、
五
十
嵐
（
力
）、
綱
島
（
栄
一
郎
）、
朝
河
（
貫
一
）
三
氏
な
ど
が
第
三
期
生
で
あ
る
。
〜
当
時
卒
業
の
場
合
に
は
卒
業
論
文
を

課
し
た
が
、
流
石
に
其
の
頃
の
論
文
は
立
派
な
も
の
で
、
金
子
、
朝
河
、
島
村
の
卒
業
論
文
の
如
き
は
い
づ
れ
も
堂
々
た
る
も
の
で

あ
つ
た
と
坪
内
君
は
語
ら
れ
た６
。

　

卒
業
後
、
朝
河
は
ア
メ
リ
カ
に
留
学
し
、
ダ
ー
ト
マ
ス
大
学
に
入
学
、
一
八
九
九
年
に
は
イ
ェ
ー
ル
大
学
大
学
院
歴
史
学
科
に
進
学
し
、

翌
年
同
大
学
の
図
書
館
で
日
本
資
料
整
理
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
は
じ
め
た
と
い
う
。
そ
し
て
一
九
〇
二
年
『
大
化
改
新７
』
で
博
士
号
を
取
得
、

ダ
ー
ト
マ
ス
大
学
の
講
師
と
な
っ
た
。
一
九
〇
六
年
一
月
、
イ
ェ
ー
ル
大
学
図
書
館
長
の
シ
ュ
ワ
ブ
（J. C. Schw

ab

）
に
日
本
語
図
書
収

集
の
必
要
性
を
訴
え
る
書
簡
を
送
り
、
そ
う
し
た
活
動
が
受
け
入
れ
ら
れ
、
イ
ェ
ー
ル
大
学
お
よ
び
ア
メ
リ
カ
議
会
図
書
館
（
以
下
Ｌ
Ｃ

と
す
る
）
か
ら
日
本
で
の
日
本
資
料
収
集
を
委
託
さ
れ
、
同
年
二
月
、
第
一
回
目
の
帰
国
を
果
た
し
、
翌
年
八
月
ま
で
の
間
、
日
本
語
図

書
収
集
活
動
を
続
け
る
こ
と
と
な
る
。

　

こ
の
時
の
成
果
は
Ｌ
Ｃ
に
対
し
三
一
六
〇
種
四
万
五
〇
〇
〇
冊
（
洋
装
再
製
本
・
九
〇
七
二
冊
）、
イ
ェ
ー
ル
大
学
に
は
八
一
二
〇
種
二

万
一
五
二
〇
冊
（
洋
装
再
製
本
・
三
五
七
八
冊
）
な
ど
で
あ
っ
た８
。
朝
河
の
収
書
活
動
に
つ
い
て
は
両
図
書
館
の
報
告
書
に
も
ま
と
め
ら
れ

て
い
る
の
で
、
そ
れ
ら
を
参
照
し
な
が
ら
収
書
方
針
や
具
体
的
な
行
動
を
確
認
し
て
お
こ
う９
。
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ま
ず
Ｌ
Ｃ
に
つ
い
て
だ
が
、
一
九
〇
六
年
一
月
、
図
書
館
長
の
パ
ト
ナ
ムＡ
か
ら
日
本
資
料
の
収
集
を
依
頼
さ
れ
、
購
入
の
た
め
の
予
算

と
し
て
五
千
ド
ル
を
示
さ
れ
た
と
い
う
。

　

さ
ら
に
一
九
〇
七
年
の
Ｌ
Ｃ
図
書
館
長
年
次
報
告Ｂ
に
、
朝
河
自
身
の
言
葉
と
と
も
に
収
書
活
動
の
詳
細
が
記
さ
れ
て
い
る
。
イ
ェ
ー
ル
、

Ｌ
Ｃ
双
方
の
依
頼
を
受
け
た
朝
河
は
、
大
学
図
書
館
に
と
っ
て
有
用
な
資
料
、
さ
ら
に
は
Ｌ
Ｃ
に
必
要
な
幅
広
い
分
野
の
資
料
収
集
に
尽

力
し
た
。
具
体
的
に
は
『
国
書
刊
行
会
叢
書
』
な
ど
の
新
刊
書
や
、
古
書
店
な
ど
を
通
じ
て
収
集
し
た
資
料
原
本
、
彼
自
身
が
写
字
生
を

雇
っ
て
作
成
し
た
写
本
な
ど
に
つ
い
て
収
集
の
経
緯
を
述
べ
て
い
る
。
ま
た
収
集
し
た
資
料
の
多
く
が
和
装
本
だ
っ
た
た
め
、
そ
の
ま
ま

で
は
ア
メ
リ
カ
の
図
書
館
で
保
存
す
る
際
に
は
不
便
で
あ
り
、
収
蔵
ス
ペ
ー
ス
も
多
く
必
要
と
な
る
と
考
え
、
芸
術
的
な
ど
の
理
由
か
ら

原
装
を
残
す
べ
き
と
判
断
し
た
場
合
を
除
い
て
洋
装
本
に
再
製
本
し
た
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
は
収
書
の
方
針
と
し
て
、
他
に
代
わ
る
も

の
の
な
い
、
い
わ
ゆ
る
天
下
の
孤
本
の
よ
う
な
重
要
な
資
料
に
つ
い
て
日
本
か
ら
持
ち
出
す
こ
と
は
し
な
い
な
ど
、
単
に
稀
少
で
あ
る
と

い
う
だ
け
の
理
由
で
資
料
収
集
は
し
な
い
こ
と
を
原
則
と
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
考
え
か
ら
一
旦
は
朝
河
の
手
に
渡
っ
た
資
料
の
う
ち
日

本
に
残
し
た
も
の
と
し
て
、「
台
密
派
の
著
名
な
仏
教
徒
の
日
記
で
あ
る
『
幽
明
日
記
』」（Y

ūm
ei-N

ikki, a fam
ous Buddhist diary of 

the D
ai-m

itsu school

）
と
「
一
五
七
三
年
の
年
記
を
持
つ
京
都
の
興
味
深
い
資
料
」（an interesting docum

ent of the city of K
yōto, 

dated 1573

）
を
あ
げ
、
最
終
的
に
は
ど
ち
ら
も
早
稲
田
大
学
図
書
館
に
収
蔵
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
と
し
て
い
る
が
、
後
述
す
る
よ
う

に
こ
れ
ら
の
資
料
は
た
し
か
に
現
在
同
館
に
収
蔵
さ
れ
て
お
り
、
特
に
京
都
関
係
の
資
料
に
つ
い
て
は
朝
河
か
ら
の
領
収
書
が
図
書
館
に

残
さ
れ
て
い
る
。
結
果
と
し
て
朝
河
の
収
書
に
よ
り
日
本
の
文
学
や
歴
史
学
な
ど
を
学
ぶ
学
生
た
ち
の
た
め
に
優
れ
た
実
用
的
な
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
が
ア
メ
リ
カ
の
図
書
館
に
備
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

ま
た
イ
ェ
ー
ル
大
学
図
書
館
長
年
次
報
告Ｃ
に
よ
れ
ば
、
イ
ェ
ー
ル
の
図
書
館
に
は
そ
れ
ま
で
に
一
三
五
一
冊
に
再
製
本
し
た
七
一
七
種

の
日
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
あ
っ
た
が
、
朝
河
に
よ
る
収
集
の
結
果
、
八
一
二
〇
種
（
三
五
七
八
冊
に
再
製
本
）、
一
七
四
一
点
の
地
図
資
料
、



─　　─36

七
四
二
点
の
写
真
や
図
表
、
そ
の
他
い
く
つ
も
の
巻
物
が
追
加
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
二
種
類
に
大
別
で

き
、
一
つ
が
当
時
の
日
本
の
状
況
を
伝
え
る
資
料
で
あ
り
、
日
本
政
府
、
各
省
庁
の
協
力
に
よ
り
一
七
〇
〇
種
を
超
え
る
地
図
資
料
等
が

収
集
さ
れ
た
。
も
う
一
方
、
こ
ち
ら
が
新
収
資
料
の
多
く
を
占
め
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
日
本
の
さ
ま
ざ
ま
な
歴
史
的
資
料
群
で
あ
っ
た
。

朝
河
が
収
集
し
た
こ
れ
ら
の
資
料
は
あ
ら
ゆ
る
時
代
の
歴
史
的
、
文
学
的
な
内
容
を
含
む
も
の
で
、
日
本
国
内
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
比
べ

て
も
大
規
模
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　

朝
河
か
ら
の
報
告
を
踏
ま
え
、
Ｌ
Ｃ
、
イ
ェ
ー
ル
大
学
双
方
の
図
書
館
は
以
上
の
よ
う
な
形
で
そ
の
収
書
活
動
に
つ
い
て
ま
と
め
て
い

る
。

　

そ
れ
で
は
こ
の
収
書
活
動
に
、
朝
河
の
母
校
で
あ
る
早
稲
田
大
学
、
お
よ
び
そ
の
図
書
館
が
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
っ
て
い
た
の
か
、
と

り
わ
け
当
時
図
書
館
長
で
あ
っ
た
市
島
春
城
と
の
関
係
を
中
心
に
節
を
改
め
て
確
認
し
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。

２
．
朝
河
の
第
一
回
帰
国
当
時
の
早
稲
田
大
学
図
書
館

　

一
九
〇
六
年
（
明
治
三
九
）
二
月
十
六
日
に
横
浜
港
に
着
い
た
朝
河
は
、
二
本
松
へ
の
帰
郷
な
ど
を
経
た
後
、
三
月
七
日
か
ら
本
格
的

な
収
集
活
動
を
は
じ
め
た
。
こ
の
頃
イ
ェ
ー
ル
大
学
図
書
館
長
シ
ュ
ワ
ブ
に
宛
て
た
書
簡
に
よ
れ
ば
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
を
訪
問
し
た

朝
河
は
、
そ
こ
に
オ
フ
ィ
ス
と
収
集
資
料
の
保
管
場
所
を
提
供
し
て
も
ら
っ
た
と
い
うＤ
。

　

た
し
か
に
当
時
の
図
書
館
長
で
あ
る
市
島
春
城
の
日
誌
を
み
る
と
、
以
下
の
記
述
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
ず
帰
国
直
後
の
二
月
十

九
日
、
二
本
松
へ
の
帰
郷
よ
り
前
に
市
島
の
も
と
を
訪
れ
て
い
る
。
日
誌
に
は
、

校
友
朝
川

（
マ
マ
）貫
一
洋
行
中
の
処
帰
朝
、
本
日
会
談
す
、

と
あ
るＥ
。こ
れ
以
前
に
朝
河
か
ら
市
島
に
対
し
て
書
簡
等
を
通
じ
た
接
触
の
有
無
は
今
の
と
こ
ろ
不
明
だ
が
、こ
こ
で
は
あ
く
ま
で
も
「
校
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友
」
の
一
人
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
るＦ
。
さ
ら
に
収
書
活
動
が
本
格
化
し
た
三
月
二
〇
日
に
は
、

早
朝
、
朝
河
貫
一
、
図
書
蒐
集
の
件
ニ
付
来
話
、

と
あ
りＧ
、
朝
河
と
市
島
と
の
間
で
図
書
収
集
に
つ
い
て
の
打
合
せ
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
他
に
も
こ
の
時
期
の
市

島
の
日
誌
に
朝
河
に
か
か
わ
る
記
載
は
あ
る
が
、
シ
ュ
ワ
ブ
宛
書
簡
に
あ
る
と
い
う
オ
フ
ィ
ス
や
収
蔵
ス
ペ
ー
ス
を
提
供
し
た
こ
と
に
は

触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
朝
河
の
訪
問
を
市
島
は
ど
の
よ
う
に
受
け
入
れ
た
の
か
、
現
状
確
認
で
き
る
資
料
の
中
で
見
て
ゆ
く
こ
と
に
し
よ

う
。

　

東
京
専
門
学
校
は
一
九
〇
二
年
（
明
治
三
五
）
に
早
稲
田
大
学
と
改
称
し
た
が
、
そ
れ
に
あ
わ
せ
て
図
書
館
を
新
築
し
て
い
る
。
創
立

か
ら
二
〇
年
、
そ
れ
ま
で
は
講
義
棟
や
大
講
堂
な
ど
他
施
設
と
共
用
だ
っ
た
図
書
館
だ
っ
た
が
、
こ
れ
を
期
に
煉
瓦
造
三
階
建
の
書
庫
と

木
造
二
階
建
の
閲
覧
室
か
ら
な
る
図
書
館
棟
が
は
じ
め
て
建
設
さ
れ
た
の
で
あ
るＨ
。
同
年
十
月
の
開
館
を
前
に
市
島
が
館
長
と
な
り
、
八

月
か
ら
正
式
に
勤
務
を
は
じ
め
、
新
図
書
館
の
設
備
や
図
書
館
運
営
に
関
す
る
知
識
の
吸
収
と
実
務
に
積
極
的
に
あ
た
っ
て
い
るＩ
。
館
長

就
任
を
依
頼
さ
れ
る
ま
で
図
書
館
業
務
に
関
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
市
島
で
あ
っ
た
がＪ
、
八
月
一
日
の
午
後
に
は
大
橋
図
書
館
を
訪
問
、
同

館
の
岸
上
質
軒
か
ら
説
明
を
受
けＫ
、
翌
日
は
上
野
の
帝
国
図
書
館
に
田
中
稲
城
館
長
を
訪
ね
、
図
書
管
理
法
に
つ
い
て
協
議
す
る
と
と
も

に
同
館
の
書
庫
を
見
学
し
て
い
る
。
ま
た
同
月
六
日
に
は
坪
内
逍
遙
と
和
漢
書
目
録
修
正
に
つ
い
て
協
議
、
十
二
日
か
ら
は
書
架
設
計
に

つ
い
て
担
当
技
師
ら
と
協
議
を
繰
り
返
す
な
ど
開
館
準
備
を
進
め
、
十
月
の
開
館
以
後
も
京
都
帝
国
大
学
図
書
館
、
大
阪
図
書
館
（
現
・

大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
）
な
ど
を
見
学
、
さ
ら
に
カ
ッ
タ
ー
や
デ
ュ
ー
イ
の
分
類
法
を
研
究
、
カ
ー
ド
目
録
を
収
容
す
る
カ
ー
ド
ケ
ー
ス

の
調
査Ｌ
な
ど
、
図
書
館
に
関
す
る
知
識
吸
収
に
積
極
的
に
つ
と
め
て
お
り
、
図
書
館
運
営
の
責
任
者
と
し
て
の
高
い
自
覚
が
感
じ
ら
れ
る
。

ま
た
日
本
文
庫
協
会
の
活
動
に
も
参
加
し
、
市
島
が
図
書
館
長
と
な
っ
た
一
九
〇
二
年
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
は
日
本
文
庫
協
会
の
次
期

幹
事
校
に
指
定
さ
れ
る
が
、
翌
一
九
〇
三
年
八
月
に
開
か
れ
た
第
一
回
図
書
館
事
項
講
習
会
で
市
島
は
科
外
講
演
「
図
書
館
の
必
要
」
を
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お
こ
な
い
、
十
月
に
は
市
島
の
発
議
に
よ
り
東
京
帝
国
大
学
附
属
図
書
館
で
「
第
一
回
図
書
展
覧
会
」
を
開
催
、
一
九
〇
五
年
に
は
田
中

稲
城
ら
と
と
も
に
東
京
市
通
俗
図
書
館
建
設
計
画
の
調
査
委
員
に
指
名
さ
れ
、
そ
し
て
一
九
〇
七
年
に
は
第
三
代
の
日
本
文
庫
協
会
会
長

と
な
り
、
彼
の
在
任
中
に
「
日
本
図
書
館
協
会
」
へ
と
改
名
さ
れ
る
こ
と
に
な
るＭ
。
朝
河
が
市
島
を
訪
れ
た
の
は
、
ま
さ
に
そ
う
し
た
新

し
い
建
物
で
新
し
い
図
書
館
が
成
長
し
て
ゆ
く
過
程
に
あ
っ
た
早
稲
田
大
学
図
書
館
で
あ
り
、
市
島
と
し
て
は
Ｌ
Ｃ
、
イ
ェ
ー
ル
大
学
の

命
を
受
け
て
や
っ
て
き
た
朝
河
に
、
日
本
語
図
書
収
集
な
ど
で
協
力
を
す
る
一
方
で
、
ア
メ
リ
カ
の
図
書
館
事
情
を
中
心
と
し
た
多
く
の

知
識
の
提
供
を
期
待
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
単
に
図
書
館
だ
け
の
問
題
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
、
早
稲
田
大
学
は
朝
河
に
一
九

〇
六
年
九
月
か
ら
講
師
（
英
語
担
当
）
を
依
頼Ｎ
、
さ
ら
に
通
常
は
三
年
任
期
の
教
授
会
の
議
員
に
も
選
出
し
て
い
るＯ
。
朝
河
が
任
期
を
全

う
す
る
ほ
ど
滞
在
す
る
保
証
の
な
い
中
で
の
嘱
任
は
、
大
学
側
の
彼
に
対
す
る
期
待
の
表
れ
と
言
っ
て
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
朝
河

に
と
っ
て
も
市
島
は
、
日
本
の
図
書
館
界
と
の
接
点
を
作
る
た
め
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
一
九
〇
七
年
六

月
の
日
本
文
庫
協
会
夏
期
例
会
で
朝
河
は
「
図
書
蒐
集
談
」
と
い
う
内
容
の
講
演
を
お
こ
な
い
、
当
時
の
日
本
文
庫
協
会
会
員
名
簿
を
見

る
と
、
唯
一
の
在
外
会
員
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
るＰ
。
さ
ら
に
同
年
十
月
に
開
か
れ
た
全
国
図
書
館
員
大
会
の
報
告
で
市
島
は

報
告
す
べ
き
こ
と
は
、
外
国
図
書
館
と
我
国
図
書
館
と
の
間
に
連
絡
を
計
る
の
件
に
し
て
、
之
に
就
て
は
米
国
エ
ー
ル
大
学
講
師
朝

河
貫
一
氏
が
曩
日
帰
朝
せ
ら
た（

れ
）た
る
際
特
に
其
旨
を
談
じ
た
る
に
、
同
氏
渡
米
後
直
ち
に
之
を
彼
の
図
書
館
に
伝
へ
ら
れ
し
よ
り
有

力
な
る
一
二
の
図
書
館
に
於
て
は
非
常
に
賛
成
の
意
を
表
し
、
今
後
彼
我
図
書
館
の
間
に
互
に
其
事
情
を
通
知
し
合
ふ
こ
と
を
好
諾

せ
し
由
朝
河
氏
よ
り
来
信
あ
り
た
り

と
述
べ
て
お
り
、
市
島
が
朝
河
の
訪
問
を
早
稲
田
大
学
だ
け
で
な
く
日
本
国
内
の
図
書
館
全
体
に
と
っ
て
意
義
あ
る
も
の
と
し
よ
う
と
し

た
こ
と
が
わ
か
るＱ
。

　

そ
ん
な
朝
河
に
対
し
早
稲
田
大
学
図
書
館
が
館
内
に
場
所
を
提
供
し
た
と
い
う
が
、
そ
れ
が
事
実
で
あ
る
と
す
れ
ば
ど
こ
な
の
か
、
当



朝
河
貫
一
の
図
書
収
集
と
早
稲
田
大
学
図
書
館

─　　─39

時
の
図
書
館
の
中
で
考
え
て
み
よ
う
。
別
に
示
し
た
図
面
（
図
版

１
）
に
よ
れ
ば
、
一
九
〇
二
年
開
館
の
早
稲
田
大
学
図
書
館
の
閲

覧
室
二
階
に
研
究
室
が
あ
る
。
あ
る
程
度
ま
と
ま
っ
た
作
業
を
す

る
空
間
と
し
て
は
、
こ
の
あ
た
り
が
朝
河
に
提
供
さ
れ
た
ス
ペ
ー

ス
と
も
思
わ
れ
る
が
、
今
日
確
認
で
き
た
当
時
の
記
録
、
帳
票
類

に
も
朝
河
へ
の
貸
与
を
示
す
記
録
は
な
い
。
た
だ
Ｌ
Ｃ
や
イ
ェ
ー

ル
宛
の
報
告
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
市
島
や
早
稲
田
大
学
図
書
館

が
朝
河
の
資
料
収
集
に
協
力
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
こ

で
、
次
に
早
稲
田
大
学
図
書
館
が
所
蔵
す
る
朝
河
貫
一
書
簡
（
市

島
春
城
宛
）
二
通
と
付
属
資
料
か
ら
、
朝
河
と
早
稲
田
大
学
図
書

館
の
関
係
を
確
認
し
て
ゆ
く
こ
と
と
す
る
。

３
．
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
　
朝
河
貫
一
書
簡
　
市
島
春
城
宛

　

早
稲
田
大
学
図
書
館
が
所
蔵
す
る
市
島
春
城
宛
の
朝
河
貫
一
書

簡
は
二
通
あ
り
、
い
ず
れ
も
同
館
が
構
築
す
る
「
古
典
籍
総
合

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
で
そ
の
全
文
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。
一
通
は
他

の
近
代
諸
家
書
簡
類
と
共
に
原
装
の
ま
ま
保
管
さ
れ
て
い
る
も
の

で
、
も
う
一
通
は
市
島
が
自
分
宛
の
来
簡
を
貼
込
帖
に
ま
と
め
た

図版１）　図書館平面図（1902年開館）
『廿五年紀念 早稲田大学創業録』（早稲田大学出版部、1907年）より（著者蔵）
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も
の
に
含
ま
れ
て
い
る
。

　

以
下
に
二
通
の
概
要
と
全
文
の
翻
刻
を
掲
げ
る
。

⑴
　﹇
一
九
〇
八
年
（
明
治
四
一
）﹈
八
月
三
〇
日
付
（
図
版
２
）

〈
請
求
記
号
〉
ヌ
五　

五
九
八
五
（
三
）

近
代
諸
家
書
簡
集
（
一
九
九
二
年
以
降
収
集
の
単
品
書
簡
）
の
う
ち

〈
形
　
態
〉
一
枚
（
縦
二
二
・
六
×
横
十
四
・
二
㎝
）
黒
ペ
ン
書

〈
付
属
資
料
〉
付
属
資
料
に
小
番
号
は
付
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
便
宜
上
、
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
撮
影
順
に
並
べ
た
。
現
状
は
、

書
簡
本
紙
は
①
の
中
に
、
②
④
⑤
は
③
の
中
に
入
っ
て
い
る
。

①
封
筒
（
縦
十
八
・
五
×
横
八
・
三
㎝
）
青
ペ
ン
書
、
上
部
欠
損

②
郵
便
物
受
領
証　
﹇
明
治
﹈
四
〇
年
八
月
八
日
付

一
枚
（
縦
九
・
〇
×
横
十
四
・
三
㎝
）
黒
印
刷
、
黒
カ
ー
ボ
ン

複
写

③
封
筒
（
縦
一
〇
・
〇
×
横
二
二
・
四
㎝
）
黒
ペ
ン
書

④
﹇
朝
河
よ
り
預
か
り
金
支
出
明
細
﹈

早
稲
田
大
学
図
書
館
用
箋
一
枚
（
縦
二
四
・
二
×
横
三
三
・
一
㎝
、

半
葉
一
〇
行
、
青
罫
、
四
周
子
持
枠
、
版
心
下
部
に
「
早
稲
田
大

学
図
書
館
」
と
あ
り
）、
墨
書
、
一
部
赤
ペ
ン
、
鉛
筆
書

図版２）　朝河貫一書簡
（市島春城宛 1908年８月30日 ヌ5 5985（3））
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⑤
﹇
朝
河
よ
り
預
か
り
金
支
出
明
細　

部
分
抜
書
﹈

一
枚
（
縦
十
七
・
五
×
横
十
二
・
六
㎝
、
縦
方
向
に
一
行
二
・
一
㎝
の
幅
で
ミ
シ
ン
目
が
入
っ
て
お
り
、
全
体
で
六
行
に
な
っ
て
い
る
）、
鉛
筆
書

〈
凡
　
例
〉

句
読
点
、
傍
線
は
原
資
料
の
マ
マ
と
し
、
書
簡
本
文
の
改
行
部
分
は
／
で
示
し
た
。
ま
た
旧
字
は
新
字
に
あ
ら
た
め
た
。
①
封
筒
の

欠
損
部
分
は
﹇　

﹈
で
示
し
傍
注
で
補
記
、
②
郵
便
物
受
領
証
の
空
欄
部
分
は
省
略
し
た
。

〈
本
文
翻
刻
〉

当
ヱ
ー
ル
大
学
図
書
館
長
年
報
不
日
可
差
上
候
間
、
御
一
覧
被
下
度
、
其
中
ニ
私
の
集
め
た
る
／
日
本
書
類
の
こ
と
も
あ
り
候
間
御
覧

願
上
候
／
石
井
君
、
小
林
君
、
和
泉
君
、
加
藤
君
、
其
他
館
員
皆
様
ニ
よ
ろ
し
く
願
上
候
／
小
林
氏
ニ
御
頼
申
上
候
送
本
郵
税
は
既
に

預
け
上
げ
候
金
尽
き
候
や
、
さ
ら
ば
一
寸
は
が
き
／
ニ
て
御
申
越
被
下
度
願
上
候
。
決
し
て
精
算
な
ど
に
及
ば
ず
候
。
毎
度
御
厚
情
は

実
ニ
／
拝
謝
の
至
ニ
御
坐
候
。
／
国
書
刊
行
会
の
出
版
ハ
随
分
後
る
ゝ
や
う
ニ
候
が
、
前
途
如
何
候
哉
／
先
ハ
右
申
上
候　

匆
々
拝
／

　
　

八
月
三
十
日　
　
　
　
　
　
　
　

 

朝
河
貫
一

　
　
　

市
嶋
謙
吉
様

〈
付
属
資
料
〉

①
封
筒
（
表
）

﹇　
　

﹈
市
牛
込
区

﹇（
早
）

　

﹈
稲
田
大
学　
　
　
　
　
　
　
「
二
円
」（
異
筆
・
鉛
筆
書
）

　
　
　
　
　

図
書
館
御
中

　

封
筒
（
裏
）

（
東
京
）
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下
谷
茅
町
二
ノ
五

　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

朝
河
貫
一

（
消
印
）
牛
込　

８

．
９

．
５　

后
０

│
１

②
郵
便
物
受
領
証
（「　

」
部
分
が
カ
ー
ボ
ン
複
写
、〈　

〉
は
ス
タ
ン
プ
）

　

差
出
人
宿
所
氏
名
「
早
稲
田
大
学
小
林
堅
三
」

　

受
取
人
宿
所
氏
名
「
北
米
合
衆
国
ヱ
ー
ル
大
学
校　

朝
河
貫
一
」

　

郵
便
物
区
別
「
一
」

　

引
受
番
号
「
四
二
五
」
号

　

郵
便
料
「
四
拾
銭
」

　

日
付
印
〈
武
蔵
小
石
川
雑
司
谷　

四
十
年
八
月
八
日
〉

③
封
筒

　

D
r. K

. A
sakaw

a

　
　
　
　

Y
ale U

niversity

　
　
　
　
　
　
　
　

N
ew

 H
aven Conn.

　
　
　
　
　
　
　
　
　

U
.S.A

.

④
﹇
朝
河
よ
り
預
か
り
金
支
出
明
細
﹈

（
右
欄
外
書
込
）
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「D
r. K

. A
sakaw

a
　
　
　
　

Y
ale U

ni

　
　
　
　
　
　
　
　

N
ew

 H
aven Conn.

　
　
　
　
　
　
　
　
　

U
.S.A

.

」

　

八
月
七
日
夜　

収
入

　
　

金
五
円　
　
　
　
　
　

預

　

八
月
八
日　

支
出

　
　
　

金
四
十
銭　
　
　
　
　
　
　
　

書
留
料

　
　
　
　

下
田
歌
子
出
の
書
留　
　
　

一
、

　
　
　
　

岡
田
五
兎
出
は
が
き　
　
　

一
、

　
　
　
　

外
国
便
封
書　
　
　
　
　
　

二
、

　
　
　
　
　

右
送
附

（
鉛
筆
書
）

「
八
月
二
十
日

　
　
　

金
十
銭　

支
出

　
　
　
　

は
か
き
二
通　
　
　

東
亜
同
文
会
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

筧
舜
亮

　
　
　
　

封
書
二
通
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○
チ
ヤ
イ
ネ
ス　

ヤ
ン
グ
メ
ン
ス

　
　
　
　
　
　
　
　

ク
リ
ス
チ
ア
ン　

ア
ソ
シ（

エ
脱
）ー
シ
ヨ
ン

　
　
　
　
　

○Bryn M
aw

r College,

」

（
こ
こ
か
ら
再
び
墨
書
）

　

十
月
三
十
日

　
　

金
三
十
銭　
　
　
　
　
　

封
書
四
通　

は
か
き
二
、

　
　

金
一
円
九
十
二
銭　
　
　

刊
行
会
本　

五
六
両
月
分
送
附

　

十
一
月
二
十
一
日

　
　

書
籍
包
五
個　
　
　
　
　

郵
税

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
円
九
十
六
銭

（
赤
ペ
ン
書
）

「
〆
四
円
六
十
八
銭

　
　
　
　

三
十
二
銭
預
」

⑤
﹇
朝
河
よ
り
預
か
り
金
支
出
明
細
、
部
分
抜
書
﹈

　

八
月
二
十
日

　
　

は
か
き
二
本　
　
　
　
　

東
亜
同
文
会
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

筧
舜
亮

　
　
　

封
書
二
通
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○
チ
ア
イ
ネ
ス　

ヤ
ン
グ
メ
ン
ス

　
　
　
　
　
　
　
　

ク
リ
ス
チ
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ソ
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○Bryn M
aw

r College

〈
解
　
説
〉

　

本
書
簡
は
早
稲
田
大
学
図
書
館
が
個
別
に
収
集
し
た
近
代
諸
家
書
簡
の
一
通
で
あ
り
、
封
筒
、
付
属
資
料
等
と
共
に
一
括
で
保
管
さ
れ

て
い
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
付
属
資
料
の
う
ち
①
封
筒
に
つ
い
て
は
、
書
簡
の
内
容
、
日
付
と
の
不
一
致
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
別
の
書
簡

に
関
係
す
る
も
の
が
伝
来
の
過
程
で
混
入
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

冒
頭
か
ら
順
に
内
容
を
確
認
し
て
ゆ
く
。
ま
ず
朝
河
が
収
集
し
た
「
日
本
書
類
」
に
言
及
し
て
い
る
『
ヱ
ー
ル
大
学
図
書
館
長
年
報
』

だ
が
、
こ
れ
は
前
述
の
イ
ェ
ー
ル
大
学
図
書
館
長
年
次
報
告
と
考
え
て
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
報
告
に
は
朝
河
の
収
書
活
動
が
具
体

的
、
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
本
号
に
つ
い
て
は
朝
河
か
ら
の
寄
贈
本
が
早
稲
田
大
学
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
お
りＲ
、
そ
の
寄
贈
日
付

は
一
九
〇
八
年
十
一
月
三
〇
日
付
と
な
っ
て
い
る
。
図
書
館
長
年
次
報
告
の
内
容
に
言
及
し
、
か
つ
「
不
日
可
差
上
」
と
あ
る
こ
と
か
ら

考
え
て
も
、
本
書
簡
が
報
告
の
刊
行
さ
れ
た
一
九
〇
八
年
（
明
治
四
一
）
の
も
の
だ
と
い
う
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

　

続
い
て
記
さ
れ
た
四
名
は
い
ず
れ
も
当
時
の
早
稲
田
大
学
図
書
館
員
で
、
石
井
君
＝
石
井
藤
五
郎
、
小
林
君
＝
小
林
堅
三
、
和
泉
君
＝

和
泉
信
平
、
加
藤
君
＝
加
藤
萬
作
で
あ
る
。
石
井
藤
五
郎
は
一
八
九
二
年
（
明
治
二
五
）
四
月
に
東
京
専
門
学
校
図
書
室
最
初
の
専
任
職

員
と
な
りＳ
、
一
九
〇
三
年
に
は
日
本
文
庫
協
会
の
幹
事
も
つ
と
め
たＴ
。
加
藤
萬
作
も
ま
た
一
九
〇
一
年
九
月
に
図
書
館
員
と
な
りＵ
、
石
井

と
と
も
に
文
庫
協
会
幹
事
と
な
っ
た
。
小
林
堅
三
は
一
八
九
八
年
に
東
京
専
門
学
校
に
入
学
す
る
も
病
を
得
て
中
退
、
一
九
〇
四
年
五
月

に
図
書
館
員
と
な
りＶ
、
そ
の
後
は
同
郷
の
市
島
館
長
の
も
と
で
図
書
館
以
外
の
校
務
に
も
尽
力
、
市
島
館
長
退
任
後
も
早
稲
田
大
学
図
書

館
主
事
、
ま
た
日
本
図
書
館
協
会
理
事
の
な
ど
の
職
を
つ
と
め
た
。
本
書
簡
に
よ
れ
ば
朝
河
は
郵
送
料
を
小
林
に
預
け
て
お
り
、
彼
が
朝
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河
に
対
す
る
早
稲
田
側
の
経
理
面
で
の
窓
口
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
和
泉
は
市
島
の
叔
父
で
あ
る
巌
吉
の
息
子
で
、
市
島

の
従
弟
に
あ
た
るＷ
。
日
誌
に
よ
れ
ば
市
島
は
和
泉
を
手
元
に
置
き
、
私
的
な
こ
と
も
種
々
手
伝
わ
せ
て
い
た
が
、
市
島
の
館
長
就
任
後
に

図
書
館
員
と
な
り
、
一
九
〇
七
年
に
は
加
藤
と
と
も
に
文
庫
協
会
幹
事
を
つ
と
め
て
い
る
。

　

さ
ら
に
朝
河
は
小
林
に
預
け
た
「
送
本
郵
税
」
の
使
用
状
況
に
つ
い
て
確
認
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
付
属
資
料
④
が
そ
の
内
訳

と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
こ
に
は
朝
河
か
ら
の
預
か
り
金
五
円
の
う
ち
、
各
方
面
へ
の
郵
送
料
と
し
て
四
円
六
八
銭
を
使
用
し
、
三
二

銭
残
っ
て
い
る
状
況
だ
と
記
さ
れ
て
い
るＸ
。
明
細
を
み
る
と
ま
ず
書
留
料
と
し
て
四
〇
銭
、
こ
れ
は
日
付
と
金
額
か
ら
付
属
資
料
②
に
対

応
し
て
い
る
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
朝
河
が
帰
米
し
た
の
が
一
九
〇
七
年
八
月
七
日
な
の
でＹ
、
そ
の
翌
日
の
発
送
分
だ
と
わ
か
る
。
他
に

は
東
亜
同
文
会
、
筧
舜
亮
へ
の
葉
書
や
ブ
リ
ン
マ
ー
カ
レ
ッ
ジ
宛
の
封
書
、
さ
ら
に
は
国
書
刊
行
会
の
配
本
送
料
、
書
籍
小
包
等
、
同
年

十
一
月
二
一
日
ま
で
の
使
用
分
を
ま
と
め
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
朝
河
が
ア
メ
リ
カ
に
戻
っ
て
一
年
が
経
過
し
、
預
け
て
お
い
た
送
料

は
さ
す
が
に
底
を
つ
い
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
そ
う
で
あ
れ
ば
知
ら
せ
て
ほ
し
い
、
と
い
う
書
簡
に
対
し
、
小
林
、
あ
る
い
は
市
島
か
ら
こ

れ
ら
の
内
容
を
踏
ま
え
た
返
書
が
送
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
こ
の
書
簡
か
ら
、
朝
河
の
日
本
国
内
向
け
の
書
簡
等
の
発
送
の
少
な
く

と
も
一
部
に
つ
い
て
早
稲
田
大
学
図
書
館
が
代
行
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
あ
る
い
は
帰
米
の
慌
た
だ
し
さ
の
な
か
、
残
務
を
依
頼
し

た
と
い
う
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

　

書
簡
の
最
後
は
「
国
書
刊
行
会
の
出
版
」
す
な
わ
ち
『
国
書
刊
行
会
叢
書
』
の
刊
行
状
況
の
遅
れ
に
つ
い
て
確
認
す
る
内
容
と
な
っ
て

い
る
。
国
書
刊
行
会
は
失
わ
れ
ゆ
く
古
典
籍
を
将
来
に
残
す
べ
く
大
隈
重
信
を
総
裁
と
し
て
市
島
ら
が
中
心
と
な
っ
て
一
九
〇
五
年
に
設

立
さ
れ
たＺ
。
近
世
以
前
の
写
本
、
版
本
か
ら
選
ん
で
翻
刻
、
出
版
し
た
も
の
で
、
そ
れ
ら
は
今
日
で
も
歴
史
、
文
学
研
究
上
の
重
要
な
資

料
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。
前
述
の
Ｌ
Ｃ
の
報
告
書
に
も
あ
る
よ
う
に
『
国
書
刊
行
会
叢
書
』
は
朝
河
の
収
集
対
象
と
な
り
、
刊
行
の

都
度
送
本
さ
れ
て
い
たａ
。
そ
れ
を
市
島
に
確
認
し
、
か
つ
付
属
資
料
④
に
あ
る
よ
う
に
送
付
に
関
す
る
記
録
が
残
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
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は
、
国
書
刊
行
会
関
係
の
送
本
事
務
に
つ
い
て
も
実
質
的
に
は
市
島
の
周
辺
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
実
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

さ
て
他
の
付
属
資
料
、
す
な
わ
ち
二
点
の
封
筒
に
つ
い
て
み
て
お
こ
う
。
ま
ず
付
属
資
料
③
の
英
字
で
朝
河
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
も

の
だ
が
、
お
そ
ら
く
こ
れ
は
朝
河
か
ら
の
書
簡
や
関
係
資
料
を
ま
と
め
る
た
め
に
図
書
館
が
作
成
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
①
の
朝

河
が
差
出
と
な
っ
て
い
る
図
書
館
宛
の
封
筒
は
、
消
印
の
日
付
が
「
８

・
９

・
５

」
と
な
っ
て
お
り
、
朝
河
の
住
所
が
「
下
谷
茅
町
」
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
第
二
回
の
帰
国
時
、
す
な
わ
ち
一
九
一
九
年
（
大
正
八
）
九
月
五
日
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
年
の
六
月
、
朝

河
は
九
州
で
入
来
文
書
の
調
査
を
行
っ
て
お
り
、
七
月
に
帰
京
し
、
九
月
十
三
日
に
横
浜
を
出
港
し
て
い
る
の
でｂ
、
時
期
的
に
も
あ
う
。

帰
国
を
前
に
し
た
朝
河
か
ら
図
書
館
に
送
ら
れ
た
書
簡
の
封
筒
が
混
入
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

　

以
上
、
朝
河
の
第
一
回
帰
国
時
に
お
け
る
図
書
蒐
集
に
関
す
る
市
島
宛
書
簡
に
つ
い
て
確
認
し
て
き
た
。
続
い
て
早
稲
田
大
学
図
書
館

が
所
蔵
す
る
も
う
一
通
の
市
島
宛
朝
河
貫
一
書
簡
を
み
て
お
こ
う
。

⑵
　﹇
一
九
一
七
年
（
大
正
六
）﹈
八
月
三
十
日
付
（
図
版
３
）

〈
請
求
記
号
〉
チ
六　

三
八
一
三
（
二
）

「
朋
盍
手
柬　

坤
」（
市
島
春
城
蒐
集
書
簡
貼
込
帖
）
の
う
ち

〈
形
　
態
〉
白
継
紙
（
全
体
を
裏
打
後
、
台
紙
貼
込
）、
縦
十
八
・
三
×
横
三
三
・
〇
㎝
。
横
二
四
・
六
㎝
部
分
に
紙
継
あ
り
。

〈
凡
　
例
〉

適
宜
読
点
を
お
ぎ
な
い
、
旧
字
は
新
字
に
あ
ら
た
め
た
。
ま
た
／
は
改
行
部
分
を
、」
は
紙
継
部
分
を
示
す
。

〈
本
文
翻
刻
〉

拝
啓
、
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早
稲
田
の
方
案
外
ニ
込
み
入
り
て
参
り
、
／
如
何
ニ
成
行
く
に
か
と
学
校
の

為
に
も
日
本
／
教
育
の
為
に
も
甚
懸
念
罷
在
候
処
、
幸
ニ
／
当
座
だ
け
の
片

が
付
き
候
は
喜
ば
し
く
存
候
、
／
さ
れ
ど
も
之
が
為
ニ
多
年
の
縁
を
絶
つ
ニ

／
至
ら
れ
候
御
胸
臆
ハ
、
不
肖
な
が
ら
幾
分
／
ハ
御
察
申
上
候
、
只
従
来
莫

大
の
御
貢
献
ハ
／
事
実
と
し
て
動
か
す
べ
か
ら
ず
、
今
日
よ
り
も
／
後
日
ニ

及
び
て
一
層
之
を
人
々
が
解
得
／
可
仕
を
信
じ
候
、
よ
つ
て
僭
越
な
が
ら
一

言
／
慰
問
の
情
を
表
し
候
也
、」

　
　
　
　
　

八
月
三
十
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

朝
河
貫
一

　
　

市
嶋
謙
吉
様

〈
解
　
説
〉

　

い
わ
ゆ
る
「
早
稲
田
騒
動ｃ
」
の
結
果
、
市
島
は
図
書
館
長
は
じ
め
大
学
内
の

要
職
を
辞
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
れ
を
知
っ
た
朝
河
が
、
市
島
の
早
稲
田
大

学
に
対
す
る
こ
れ
ま
で
の
尽
力
を
慰
労
す
る
書
簡
で
あ
る
。
本
書
簡
を
受
領
し

た
春
城
は
朝
河
に
返
書
を
送
っ
た
こ
と
を
日
誌
に
記
し
て
い
るｄ
。
当
時
朝
河
は

二
度
目
の
帰
国
中
で
あ
り
、
早
稲
田
騒
動
に
つ
い
て
は
早
く
か
ら
耳
に
し
て
い

た
よ
う
で
、
東
京
専
門
学
校
在
学
時
の
師
で
あ
る
坪
内
逍
遙
と
の
間
で
交
わ
さ

れ
た
書
簡
か
ら
も
学
内
情
勢
に
つ
い
て
気
に
か
け
て
い
た
こ
と
が
わ
か
るｅ
。

図版３）　朝河貫一書簡（市島春城宛 1917年８月30日 チ6 3813 2）
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以
上
が
早
稲
田
大
学
図
書
館
が
所
蔵
す
る
二
通
の
朝
河
か
ら
市
島
に
宛
て
た
書
簡
の
全
容
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
は
朝
河
と
早
稲
田
大
学

図
書
館
等
と
の
関
係
を
次
の
三
つ
の
視
点
か
ら
確
認
す
る
。
す
な
わ
ち
、
寄
贈
、
購
入
、
そ
し
て
国
書
刊
行
会
と
の
関
係
で
あ
る
。

４
．
朝
河
の
資
料
収
集
と
早
稲
田
大
学
図
書
館

　

最
初
に
朝
河
か
ら
早
稲
田
へ
の
図
書
等
の
寄
贈
に
つ
い
て
は
、
前
述
し
た
『
イ
ェ
ー
ル
大
学
図
書
館
長
年
報
』
の
他
に
も
早
稲
田
大
学

図
書
館
へ
の
寄
贈
図
書
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
ず
自
身
の
著
作
に
つ
い
て
少
な
く
と
も
以
下
の
二
点
が
朝
河
か
ら
寄
贈
さ
れ
て
い

る
。
一
点
が“T

he Russo-Japanese Conflict: its causes and i

ｆ

ssues ”

で
あ
る
。
朝
河
は
日
露
戦
争
の
さ
な
か
に
刊
行
し
た
本
書
を

寄
贈
、
大
学
は
「
時
節
柄
極
め
て
興
味
深
き
書
冊
」
と
し
て
こ
れ
を
紹
介
し
て
い
るｇ
。
も
う
一
点
が
朝
河
の
主
著
と
も
い
え
る
『
入
来
文

書ｈ
』
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
一
九
二
九
年
の
坪
内
逍
遙
宛
書
簡
で
早
稲
田
大
学
図
書
館
へ
の
寄
贈
に
つ
い
て
触
れ
て
い
るｉ
。
他
に
も
坪
内

逍
遙
に
宛
て
て
寄
贈
し
た
図
書
が
そ
の
後
大
学
図
書
館
に
収
蔵
さ
れ
た
も
の
も
あ
りｊ
、
現
在
で
も
寄
贈
印
や
朝
河
か
ら
の
献
辞
に
よ
っ
て

そ
の
存
在
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
し
て
今
回
調
査
を
進
め
る
な
か
で
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
が
朝
河
か
ら
資
料
を
購
入
し
た
こ
と
を
示
す
資
料
を
新
た
に
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
最
初
に
前
述
の
Ｌ
Ｃ
年
次
報
告
で
触
れ
ら
れ
て
い
た
『
幽
明
日
記
』
と
「
一
五
七
三
年
の
日
付
を
持
つ
京
都
の
興
味
深
い

資
料
」
の
現
状
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

　

国
文
学
研
究
資
料
館
が
公
開
す
る
「
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
スｋ
」
で
「
幽
明
日
記
」
を
検
索
す
る
と
、
唯
一
早
稲
田
大
学

所
蔵
の
写
本
の
存
在
が
表
示
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
少
な
く
と
も
現
在
知
ら
れ
て
い
る
限
り
で
は
「
天
下
の
孤
本
」
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

そ
こ
で
早
稲
田
大
学
図
書
館
の
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
スｌ
を
確
認
す
る
と
「
幽
明
日
記
」
の
書
誌
と
全
文
の
画
像
情
報
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
巻
頭
に
「
幽
明
山
人
誌
」
と
あ
り
、「
台
嶺
西
溪
魔
訶
三
毒
」、「
釈
澄
源
印
」
等
の
印
が
捺
さ
れ
た
一
八
二
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一
年
（
文
政
四
）
か
ら
一
八
四
三
年
（
天
保
十
四
）
ま
で
（
一
部
欠
あ
り
）
の
日
誌
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
内
容
は
正
月
の
「
中
堂
修
正
会
」

等
か
ら
は
じ
ま
り
、
日
々
行
わ
れ
る
各
種
法
会
や
勤
行
の
内
容
な
ど
を
中
心
に
、
比
叡
山
で
の
日
々
の
生
活
の
様
子
に
も
触
れ
る
も
の
で

あ
り
、
江
戸
時
代
の
天
台
宗
、
台
密
研
究
に
と
っ
て
重
要
な
文
献
と
考
え
ら
れ
る
。
朝
河
は
原
本
を
持
ち
帰
ら
な
い
場
合
に
複
製
を
作
成

す
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
本
書
に
つ
い
て
は
大
部
で
あ
る
こ
と
（
全
十
九
冊
）、
ア
メ
リ
カ
で
は
利
用
が
少
な
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
理

由
に
複
製
は
作
成
し
な
か
っ
たｍ
。
原
本
の
一
冊
目
の
巻
頭
に
は
「
明
治
四
拾
年
五
月
六
日　

購
求
」
の
印
が
あ
る
の
だ
が
、
カ
ー
ド
目
録

を
確
認
す
る
と
同
月
に
丸
善
か
ら
購
入
し
た
と
の
記
録
が
あ
る
。
つ
ま
り
こ
れ
に
つ
い
て
は
図
書
館
が
直
接
朝
河
か
ら
購
入
し
た
の
で
は

な
く
、
丸
善
を
通
じ
て
受
け
入
れ
た
形
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
丸
善
は
朝
河
が
図
書
収
集
に
際
し
購
入
先
と
し
て
使
用
し
た
書
店
で

あ
りｎ
、
そ
う
し
た
関
係
か
ら
朝
河
の
手
に
渡
っ
た
資
料
が
丸
善
を
経
て
早
稲
田
に
入
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

続
い
て
「
一
五
七
三
年
の
日
付
を
持
つ
京
都
の
興
味
深
い
資
料
」
だ
が
、
こ
れ
に
相
当
す
る
も
の
が
早
稲
田
大
学
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ

て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
下
京
中
出
入
之
帳
」（
一
五
七
三
年
）
が
そ
れ
で
あ
る
。
以
下
、
そ
の
こ
と
を
資
料
に
し
た
が
っ
て
確
認
し
て
ゆ
く
。

　

朝
河
は
Ｌ
Ｃ
年
次
報
告
の
中
で
、「
幽
明
日
記
」
に
つ
い
て
は
複
製
を
つ
く
ら
な
か
っ
た
が
、
京
都
関
係
資
料
は
複
製
を
作
成
し
、
持

ち
帰
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
そ
こ
で
イ
ェ
ー
ル
大
学
の
バ
イ
ネ
キ
稀
覯
本
・
手
稿
図
書
館
の
目
録ｏ
を
確
認
す
る
と
、“Shim

ogyō-chū 

deiri no chō ”

と
し
て
一
五
七
三
年
（
元
亀
四
）
成
立
の
資
料
の
複
製
資
料
（
一
九
〇
七
年
作
製
）
が
存
在
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て

複
製
に
は
朝
河
の
英
文
の
メ
モｐ
が
付
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
原
本
が
早
稲
田
大
学
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
朝
河
が
原
本
を

京
都
の
古
書
肆
で
あ
る
若
林
政
吉
か
ら
代
価
二
〇
円
で
入
手
し
、
桐
箱
に
保
管
さ
れ
た
原
本
か
ら
直
接
複
製
を
作
成
し
た
こ
と
な
ど
が
記

さ
れ
て
い
るｑ
。

　

朝
河
が
本
資
料
と
は
別
に
京
都
関
係
の
古
文
書
を
若
林
か
ら
購
入
し
て
い
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
がｒ
、
本
資
料
は
そ
れ
と
同
時

期
に
若
林
か
ら
入
手
し
た
が
、
前
述
の
入
手
方
針
に
し
た
が
っ
て
日
本
国
内
に
残
す
こ
と
と
し
、
写
本
を
作
成
し
て
持
ち
帰
っ
た
も
の
と
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考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
今
回
、
本
資
料
の
受
入
に
関
す
る
早
稲
田
側
の
資
料
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

早
稲
田
大
学
図
書
館
に
は
創
設
期
か
ら
今
日
ま
で
様
々
な
資
料
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
は
図
書
館
の
歴
史
そ
の
も
の
に
関

す
る
資
料
も
含
ま
れ
て
い
るｓ
。
本
資
料
の
調
査
に
あ
た
り
、
朝
河
帰
国
中
の
帳
票
類
を
確
認
す
る
過
程
で
以
下
に
掲
げ
る
資
料
を
見
つ
け

る
こ
と
で
き
た
。

　
○
領
収
書
　
朝
河
貫
一
↓
早
稲
田
大
学
図
書
館
　
一
九
〇
七
年
七
月
一
日
（
図
版
４
）

〈
請
求
記
号
〉
ト
一
〇　

二
〇
六
九　

七
五
（
七
）

「
請
求
領
収
書
類　

明
治
四
〇
年
」（
早
稲
田
大
学
図
書
館
事
務
関
係
書
類
）
の
う
ち

〈
形
　
態
〉
無
罫
白
紙
一
枚
（
縦
二
八
・
〇
×
横
二
〇
・
〇
㎝
）、

墨
書
。
料
紙
右
端
に
二
箇
所
の
綴
穴
が
あ
る
の
で
、
以
前
は

別
の
文
書
と
と
も
に
綴
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

翻
刻
に
あ
た
り
、
旧
字
を
新
字
に
あ
ら
た
め
た
。

〈
翻
　
刻
〉

（
割
印
「
朝
河
貫
弌
」
朱
丸
印
）

「
収
入
印
紙
（
三
銭
）」　
　

証

　
　
　

一　

金
弐
拾
円
也　
　
　
　
　

元
亀
四
年
下
京
地
子
根
帖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

筥
入
壱
冊

　
　
　
　
　

右
正
ニ
請
取
候
也

　
　
　
　
　
　

明
治
四
十
年
七
月
一
日　
　
　
　
　

朝
河
貫
一
「
朝
河
貫
弌
」（
朱
丸
印
）

図版４）　領収書
（朝河貫一→早稲田大学図書館）
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早
稲
田
大
学
附
属
図
書
館
御
中

一
見
し
て
わ
か
る
と
お
り
イ
ェ
ー
ル
大
学
図
書
館
に
複
製
が
存
在
す
る
資
料
の
原
本
売
却
に
関
す
る
領
収
書
で
あ
る
。
金
額
を
み
る
と
二

〇
円
と
あ
り
、
朝
河
が
若
林
か
ら
入
手
し
た
金
額
そ
の
ま
ま
で
直
接
大
学
に
譲
渡
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
う
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
た
資

料
は
「
下
京
中
出
入
之
帳
」
の
標
題
で
整
理
さ
れ
、
利
用
に
供
さ
れ
て
い
る
がｔ
、
現
物
に
は
朝
河
か
ら
の
寄
贈
を
示
す
記
述
（
寄
贈
印
な
ど
）

は
見
当
た
ら
な
い
。
な
お
本
資
料
は
早
稲
田
大
学
図
書
館
収
蔵
後
に
国
書
刊
行
会
叢
書
の
『
続
々
群
書
類
従
』
第
十
六ｕ
で
全
文
の
翻
刻
が

掲
載
さ
れ
世
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
たｖ
。

　

朝
河
と
の
書
籍
の
売
買
は
こ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
前
述
の
帳
票
類
の
中
に
さ
ら
に
四
枚
、
朝
河
と
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
領
収
書

と
売
却
に
関
す
る
書
類
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
い
ず
れ
も
前
に
記
し
た
「
請
求
領
収
書
類　

明
治
四
〇
年
」（
早
稲
田
大
学
図
書
館

事
務
関
係
書
類
）
と
し
て
一
括
し
て
管
理
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
（
請
求
記
号
・
ト
一
〇　

二
〇
六
九　

七
五　

七
）。
以
下
に
そ
の
内
容
を

記
す
。

１

．
二
種
の
内
容
を
持
つ
料
紙
二
枚
を
仮
綴
（
右
肩
を
虫
ピ
ン
で
と
め
て
あ
る
）
し
て
あ
る
。
二
枚
共
に
右
端
に
二
箇
所
の
元
の
綴
じ
穴

が
あ
り
、
そ
の
位
置
が
揃
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
以
前
は
別
文
書
と
と
も
に
綴
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
大

き
さ
等
と
内
容
は
以
下
の
と
お
り
。
旧
字
は
新
字
に
改
め
た
。

①
浅（

マ
マ
）河
氏
ヘ
譲
渡
シ
タ
ル
書
籍
代
金
調
（
図
版
５
）

料
紙
は
二
つ
折
り
に
し
た
早
稲
田
大
学
図
書
館
用
箋
（
半
葉
の
大
き
さ
＝
縦
二
四
・
二
×
横
一
六
・
二
㎝
、
半
葉
一
〇
行
、
青
罫
、
四
周
子

持
枠
、
版
心
下
部
に
「
早
稲
田
大
学
図
書
館
」
と
あ
り
）
の
半
葉
を
使
用
。
墨
書
。

〈
翻
　
刻
〉

（
罫
線
枠
外
右
肩
に
「
市
島
」
の
朱
楕
円
印
）
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金
三
円
弐
十
五
銭　
　
　
　
　
　

ア
イ
ヌ
字
典

金
拾
五
円　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
国
輿
地
勝
覧

金
参
拾
五
円　
　
　
　
　
　
　
　

明
治
財
政
史

金
四
円
弐
十
銭　
　
　
　
　
　
　

仏
教
い
ろ
は
字
典

金
弐
円
参
拾
銭　
　
　
　
　
　
　

続
日
本
高
僧
伝

　
　

〆

金
五
拾
九
円
七
拾
五
銭

　
　
　
　
　
　
（
浅
河
氏
へ
譲
渡
シ
タ
ル
書
籍
代
金
調
）

②
複
写
実
価
（
図
版
６
）

料
紙
は
無
罫
の
白
紙
一
枚
。
大
き
さ
は
縦
二
〇
・
一
×
横
二

七
・
五
㎝
。
墨
書
。
末
尾
の
印
記
は
文
字
に
か
か
る
よ
う
に
捺
し
て
あ
る
。

〈
翻
　
刻
〉

　
　
　
　

複
写
実
価

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

枚
数

南
北
朝
史　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三円

、
二
三
〇　
　
　

一
七
七

日
本
外
交
史　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
、
二
六
〇　
　
　

三
五
一

支
那
史　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
、
三
六
〇　
　
　

二
四
二

国
史
学
書
解
題　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
、
六
三
〇　
　
　

一
四
二

図版５）　浅河氏へ譲渡シタル書籍代金調
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鎌
倉
時
代
史　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
、
〇
九
〇　
　
　
　

五
四

武
家
制
度　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
、
二
三
〇　
　
　

二
三
四

徳
川
時
代
史　
　

一　
　
　
　
　
　
　
　

六
、
〇
〇
〇　
　
　

三
三
六

同　
　
　
　
　
　

二　
　
　
　
　
　
　
　

三
、
二
〇
〇　
　
　

一
七
五

同　
　
　
　
　
　

朝
幕
関
係　
　
　
　
　

一
、
三
七
〇　
　
　
　

七
〇

徳
川
時
代
民
事
慣
例
集　
人
事
二
冊

動
産
四
冊    

二
三
、
二
八
〇　

一
、
二
八
六

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
不
動
産
四
冊

訴
訟
一
冊　  

一
七
、
九
八
〇　

一
、
四
六
六

徳
川
訴
訟
慣
例　
　
　
　
　

一
冊

　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
支
払
済
」（
朱
楕
円
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

合
計
│
│
│　

七
三
、
六
三　
　

四
、
五
三
三

２ 

．
二
種
の
内
容
を
持
つ
料
紙
二
枚
を
仮
綴
（
右
肩
を
虫
ピ
ン
で
と
め
て
あ

る
）
し
て
あ
る
。
二
枚
共
に
右
端
に
二
箇
所
の
元
の
綴
じ
穴
が
あ
り
、

そ
の
位
置
が
揃
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
以
前
は
別
文
書
と
と
も
に
綴
じ
ら

れ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
大
き
さ
等
と
内
容
は
以

下
の
と
お
り
。
旧
字
は
新
字
に
改
め
た
。

①
浅
河
氏
ヘ
譲
渡
シ
タ
ル
書
籍
代
金
調

料
紙
は
二
つ
折
り
に
し
た
早
稲
田
大
学
図
書
館
用
箋
（
半
葉
の
大
き
さ

⎭⎬⎫⎭⎜⎬⎜⎫

図版６）　複写実価
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＝
縦
二
四
・
〇
×
横
一
六
・
一
㎝
、
半
葉
一
〇
行
、
青
罫
、
四
周
子
持
枠
、
版
心
下
部
に
「
早
稲
田
大
学
図
書
館
」
と
あ
り
）
の
半
葉
を
使
用
。

墨
書
。「
小
堅
」
の
楕
円
印
は
、
小
林
堅
三
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

〈
翻
　
刻
〉

　
　

浅
河
氏
ヘ
譲
渡
シ
タ
ル
書
籍
代
金
調

金
三
円
弐
拾
五
銭　
　
　
　
　
　

ア
イ
ヌ
字
典

金
拾
五
円　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
国
輿
地
勝
覧

金
参
拾
五
円　
　
　
　
　
　
　
　

明
治
財
政
史

金
四
円
弐
十
銭　
　
　
　
　
　
　

仏
教
い
ろ
は
字
典

金
弐
円
参
拾
銭　
　
　
　
　
　
　

続
日
本
高
僧
伝

　
　

〆

金
五
拾
九
円
七
拾
五
銭

　
　
　
　

四
十
年
七
月
八
日
収
入
差
引
勘
定
済
「
小
堅
」（
朱
楕
円
印
）

　
　

外
金
四
円　
　

摂
陽
群
談
（
松
山
堂
払
）
の
預
分
を
も
添
加
す

②
領
収
書
　
朝
河
貫
一
↓
早
稲
田
大
学
図
書
館
　
一
九
〇
七
年
五
月
九
日

無
罫
の
白
紙
一
枚
を
二
つ
折
り
に
し
た
も
の
使
用
。
半
葉
の
大
き
さ
は
縦
二
八
・
二
×
横
二
〇
・
〇
㎝
。
墨
書
。
料
紙
半
葉
の
区
切

り
は
／
で
区
切
っ
た
。

〈
翻
　
刻
〉

（
割
印
「
朝
河
貫
弌
」
朱
丸
印
）
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「
収
入
印
紙
（
三
銭
）」　　

証

一
、
金
参
円
弐
拾
参
銭
也　
　
　
　
　
　
　
　

南
北
朝
史　

壱
部

一
、
金
六
円
弐
拾
六
銭
也　
　
　
　
　
　
　
　

日
本
外
交
史　

同

一
、
金
四
円
参
拾
六
銭
也　
　
　
　
　
　
　
　

支
那
史　

同

一
、
金
弐
円
六
拾
参
銭
也　
　
　
　
　
　
　
　

国
史
参
考
書
解
題　

同

一
、
金
壱
円
〇
九
銭
也　
　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
倉
時
代
史　

同

一
、
金
四
円
弐
拾
参
銭
也　
　
　
　
　
　
　
　

武
家
制
度　

同

一
、
金
拾
円
五
拾
七
銭
也　
　
　
　
　
　
　
　

徳
川
時
代
史　

三
冊
壱
部

一
、
金
四
拾
壱
円
弐
拾
六
銭
也　
　
　
　
　
　

徳
川
時
代
民
事
慣
例
集　

十
一
冊　

壱
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

及
徳
川
裁
判
例　

一
冊

　
　
　
　
　
　

「
朝
河
貫
弌
」（
朱
丸
印
）

　
　

合
計
金
七
拾
参
円
六
拾
参
銭
也
／

　
　
　

「
朝
河
貫
弌
」（
朱
丸
印
）

　

右
正
ニ
受
取
候
也

　
　

明
治
四
十
年
五
月
九
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

朝
河
貫
一
「
朝
河
貫
弌
」（
朱
丸
印
）

　
　
　

早
稲
田
大
学
附
属
図
書
館
御
中

以
上
で
あ
る
。
資
料
１

、
２

が
相
互
に
関
連
し
て
い
る
こ
と
は
内
容
か
ら
明
ら
か
で
あ
り
、
２

②
の
日
付
（
一
九
〇
七
年
五
月
）
か
ら
、
朝

⎭⎜⎫
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河
の
第
一
回
帰
国
時
の
書
類
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
①
は
、
い
ず
れ
も
朝
河
に
譲
渡
し
た
書
籍
代
金
と
い
う
こ
と
で
、
早

稲
田
大
学
が
朝
河
に
書
籍
を
売
却
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
帰
国
中
の
朝
河
が
、
少
な
く
と
も
書
類
上
は
直
接
図
書
館
か
ら
購
入
し
た

図
書
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
う
ち
い
く
つ
か
の
書
名
は
イ
ェ
ー
ル
大
学
図
書
館
に
所
蔵
が
確
認
で
き
る
が
、
当
該
書
籍
が
朝

河
か
ら
の
寄
贈
書
か
否
か
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
るｗ
。

　

一
方
②
は
、
朝
河
か
ら
早
稲
田
に
宛
て
た
領
収
書
で
あ
り
、
し
か
も
通
常
の
書
籍
売
却
で
は
な
く
、「
複
写
実
価
」
と
あ
り
、
１

②
に

は
金
額
に
加
え
て
そ
れ
ぞ
れ
の
枚
数
が
記
さ
れ
て
い
る
。
試
み
に
各
書
の
複
写
一
枚
あ
た
り
の
単
価
を
確
認
す
る
と
、
高
い
も
の
で
「
鎌

倉
時
代
史
」
の
一
枚
約
二
銭
、
安
い
も
の
で
「
徳
川
時
代
民
事
慣
例
集
」
不
動
産
四
冊
・
訴
訟
一
冊
、
及
び
「
徳
川
訴
訟
慣
例
」
一
冊
の

合
計
分
に
対
す
る
も
の
で
一
枚
約
一
銭
二
厘
程
度
と
な
っ
て
お
り
、
各
書
の
単
価
を
平
均
す
る
と
一
枚
当
た
り
一
銭
八
厘
ほ
ど
と
な
る
。

　

こ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
が
、
朝
河
が
資
料
収
集
に
あ
た
り
、
複
製
物
と
し
て
写
本
を
作
成
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
写
本
作
成

に
つ
い
て
は
、
そ
の
内
容
に
よ
っ
て
二
種
類
に
大
別
で
き
るｘ
。
一
つ
が
前
述
の
「
下
京
中
出
入
帳
」
や
古
記
録
類
な
ど
、
近
世
以
前
の
原

資
料
、
古
典
籍
の
写
本
で
あ
る
。
そ
の
中
に
は
写
字
生
を
雇
用
し
て
作
成
し
た
も
の
や
、
当
時
古
記
録
類
の
翻
刻
刊
行
を
進
め
て
い
た
出

版
社
の
未
刊
に
終
わ
っ
た
原
稿
類ｙ
な
ど
が
含
ま
れ
る
。
そ
し
て
も
う
一
種
が
、
同
時
代
、
す
な
わ
ち
一
九
〇
〇
年
前
後
に
日
本
で
刊
行
さ

れ
た
書
籍
等
の
写
本
で
あ
る
。
な
か
に
は
朝
河
の
帰
国
時
に
は
未
刊
で
稿
本
を
底
本
と
し
た
と
思
わ
れ
る
安
藤
博
『
徳
川
幕
府
県
治
要
略
』

（
赤
城
書
店
、
一
九
一
五
年
刊
）
や
白
鳥
庫
吉
の
講
義
録
な
ど
が
含
ま
れ
て
お
り
、
星
野
恒
の
『
鎌
倉
時
代
史
』
は
謄
写
版
で
作
成
さ
れ
た

講
義
録
だ
と
い
うｚ
。
②
の
リ
ス
ト
に
あ
る
資
料
の
複
写
作
成
費
用
が
朝
河
に
支
払
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
領
収
書
の
日
付
で
あ
る
一
九

〇
七
年
頃
に
早
稲
田
大
学
図
書
館
が
受
け
入
れ
た
資
料
の
中
か
ら
こ
れ
に
相
当
す
る
と
思
わ
れ
る
も
の
を
探
す
と
、
現
状
で
は
次
の
資
料

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
たあ
。
い
ず
れ
も
謄
写
版
印
刷
（
一
部
を
除
き
標
題
紙
の
み
墨
書
）
で
袋
綴
さ
れ
た
も
の
を
洋
装
に
製
本
し
て
あ
り
、

巻
頭
に
「
明
治
四
拾
年
二
月
六
日　

購
求
」
の
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
書
名
は
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
書
目
録
（
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
）
の
登
録
名
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と
し
た
が
、
巻
頭
や
標
題
紙
が
そ
れ
と
異
な
る
場
合
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
標
題
と
異
な
る
も
の
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
補
記

し
、
さ
ら
に
各
書
の
枚
数
を
記
し
た
。

　
○
書
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
請
求
記
号
　
　
　
　
　
　
　
枚
数

　
　
南
北
朝
史
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
五
　
二
四
四
二
　
　
　
　
一
七
七
枚

　
　
　
　

標
題
紙
・
南
北
朝
史
講
義

　
　
日
本
外
交
史
講
義
　
　
　
　
　
　
　
カ
五
　
一
二
六
五
　
　
　
　
三
五
六
枚
＊1

　
　
　
　

巻
頭
・
日
本
外
交
史

　
　
支
那
歴
史
講
義
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
八
　
二
四
四
三
　
　
　
　
二
四
二
枚

　
　
　
　

標
題
紙
・
市
村
鑚
次
郎
述　

支
那
歴
史
講
義
、
巻
頭
・
支
那
史

　
　
国
史
参
考
書
解
題
　
　
　
　
　
　
　
リ
四
　
六
九
〇
　
　
　
　
　
一
四
二
枚

　
　
鎌
倉
時
代
史
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
五
　
二
四
四
一
　
　
　
　
　
五
四
枚

　
　
　
　

標
題
紙
・
鎌
倉
時
代
史
講
義

　
　
徳
川
時
代
史
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
五
　
二
四
四
四
（
一
〜
三
）

　
　
　
　

標
題
紙
・
三
上
参
次
述
（
明
治
末
期
に
於
け
る
講
義
）　

徳
川
時
代
史

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
（
至
寛
永
年
間
）  

 
 
 
 
 
 
 
 

三
三
八
枚
＊2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
（
自
天
保
至
弘
化
）  

 
 
 
 
 
 
 

一
七
五
枚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
（
朝
幕
ノ
関
係
）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

七
〇
枚

　
　
徳
川
裁
判
例
目
録
＊3 

 
 
 
 
 

ワ
三
　
三
〇
六
〇
（
一
）  

二
六
四
枚
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徳
川
時
代
民
事
慣
例
集 

 
 
 
 

ワ
三
　
三
〇
六
〇
（
三
〜
十
一
。
内
七
欠
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
（
動
産
一
）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
八
五
枚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
（
動
産
二
）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
四
四
枚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
（
動
産
三
）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
一
九
枚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
（
動
産
四
）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
七
一
枚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
（
不
動
産
二
）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
九
七
枚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
（
不
動
産
三
）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

四
〇
八
枚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
（
不
動
産
四
）  
 
 
 
 
 
 
 
 

一
二
四
枚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
一
（
訴
訟
）
＊4  

 
 
 
 
 
 
 
 

二
二
五
枚

　
　
徳
川
裁
判
例
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
三
　
三
〇
六
一 

 
 
 

一
三
三
枚

　
　
　
　

＊
１　

附
録
と
し
て
本
文
中
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
五
枚
を
含
む
。

　
　
　
　

＊
２　

前
付
二
枚
を
含
む

　
　
　
　

＊
３　

 

冒
頭
に
凡
例
、
目
録
を
収
載
。
本
文
は
「
人
事
」
か
ら
は
じ
ま
っ
て
お
り
、「
民
事
慣
例
集
」
の
人
事
編
第
一
冊
と
思

わ
れ
る
。

　
　
　
　

＊
４　

標
題
紙
「
徳
川
裁
判
例　

訴
訟
之
部
」

以
上
の
よ
う
に
一
部
欠
落
が
あ
る
が
、
朝
河
宛
領
収
書
②
に
あ
る
も
の
と
書
名
、
枚
数
と
も
お
お
む
ね
一
致
す
る
こ
と
が
か
わ
か
る
。
資

料
現
物
に
朝
河
か
ら
の
購
入
を
示
す
文
言
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
謄
写
版
資
料
は
早
稲
田
大
学
図
書
館
が
朝
河
か
ら
購
入
し

た
も
の
と
考
え
て
間
違
い
あ
る
ま
いい
。
す
な
わ
ち
朝
河
が
写
字
生
を
用
い
て
書
写
し
、
謄
写
版
に
よ
っ
て
複
数
冊
作
成
し
た
も
の
の
中
に
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は
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
が
購
入
し
、
受
け
入
れ
て
い
た
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
うう
。
お
そ
ら
く
こ
れ
ら
の
資
料
以

外
に
も
、
逍
遙
経
由
も
含
め
て
朝
河
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
資
料
や
、
朝
河
か
ら
直
接
、
あ
る
い
は
朝
河
の
仲
介
に
よ
っ
て
購
入
し
た
資
料
が

あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
今
後
さ
ら
に
精
査
す
る
こ
と
で
あ
き
ら
か
に
し
て
ゆ
き
た
い
。

　

こ
こ
ま
で
早
稲
田
大
学
図
書
館
に
残
さ
れ
た
朝
河
関
係
の
帳
票
や
、
図
書
館
蔵
書
に
よ
っ
て
、
朝
河
の
収
書
活
動
と
早
稲
田
大
学
図
書

館
と
の
接
点
を
見
て
き
た
。
最
後
に
早
稲
田
大
学
図
書
館
長
と
し
て
、
さ
ら
に
は
国
書
刊
行
会
の
責
任
者
と
し
て
朝
河
と
交
渉
し
た
市
島

春
城
の
日
誌
な
ど
か
ら
、
朝
河
と
の
関
係
を
あ
ら
た
め
て
確
認
し
て
お
く
。

５
．「
春
城
日
誌
」
に
お
け
る
朝
河
貫
一
に
関
す
る
記
載
と
国
書
刊
行
会

　

生
涯
に
わ
た
り
綴
っ
た
日
誌
の
中
で
、
市
島
は
直
接
、
さ
ら
に
は
書
簡
を
通
し
た
人
々
と
の
往
来
を
か
な
り
細
か
く
記
し
て
い
る
。
そ

こ
で
市
島
の
図
書
館
長
在
任
中
の
日
誌
か
ら
、
朝
河
貫
一
と
の
関
係
を
示
す
記
述
を
探
す
と
、
こ
れ
ま
で
触
れ
た
も
の
も
含
め
て
以
下
の

と
お
り
で
あ
る
。

①
一
九
〇
六
年
（
明
治
三
九
）
二
月
十
九
日

　

校
友
朝
川

（
マ
マ
）貫
一
洋
行
中
の
処
帰
朝
、
本
日
会
談
す
、

②
同
年
三
月
二
〇
日

　

早
朝
、
朝
河
貫
一
、
図
書
蒐
集
の
件
ニ
付
来
話
、

③
同
年
三
月
二
四
日

　

朝
河
貫
一
に
書
状
を
投
す
、

④
同
年
七
月
二
五
日
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京
都
発
朝
河
貫
一
の
書
ニ
接
す
、

⑤
一
九
〇
七
年
（
明
治
四
〇
）
二
月
八
日

　

晴
、（
中
略
）
参
館
事
務
を
処
す
、
朝
河
貫
一
に
刊
行
会
所
蔵
記
録
類
を
譲
る
件
、（
中
略
）
を
話
す
、

⑥
同
年
二
月
二
八
日

　

朝
河
貫
一
よ
り
写
本
代
四
百
五
十
円
領
掌
、

⑦
同
年
六
月
二
四
日

　

 

今
夜
、
富
士
見
軒
ニ
於
て
姉
崎
正
治
、
坪
谷
善
四
郎
、
朝
河
貫
一
、
三
瀦
信
三
、
山
崎
直
三
、
原
口
竹
二
郎
の
洋
行
を
送
る
為
、
宴
会

を
開
く
、
余
も
出
席
すえ
、

⑧
同
年
一
〇
月
十
四
日

　

在
米
国
朝
河
貫
一
よ
り
二
通
の
書
状
到
達
、

⑨
同
年
十
一
月
五
日

　

在
米
朝
河
貫
一
よ
り
来
信
あ
り
、

⑩
一
九
〇
八
年
（
明
治
四
一
）
九
月
二
六
日

　

在
米
国
朝
河
貫
一
の
書
ニ
接
す
、

⑪
同
年
十
一
月
七
日

　

在
米
国
朝
河
貫
一
の
書
ニ
接
す
、

⑫
一
九
〇
九
年
（
明
治
四
二
）
六
月
二
一
日

　

在
米
エ
ー
ル
、
朝
川

（
マ
マ
）貫
一
よ
り
刊
行
会
出
版
物
を
、
エ
ー
ル
大
学
へ
逓
送
す
べ
き
旨
来
翰
あ
り
、
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⑬
一
九
一
一
年
（
明
治
四
四
）
一
月
二
七
日

　

在
米
国
朝
河
貫
一
よ
り
来
状
あ
り
、

⑭
一
九
一
三
年
（
大
正
二
）
一
月
十
六
日

　

在
米
朝
河
貫
一
よ
り
来
書
あ
り
、

⑮
同
年
三
月
二
四
日

　

在
米
国
朝
河
貫
一
ニ
夫
人
死
去
之
悔
状
を
発
す
、

⑯
同
年
五
月
二
二
日

　

朝
河
貫
一
よ
り
来
状
あ
り
、

⑰
一
九
一
七
年
（
大
正
六
）
九
月
三
日

　

在
伊
豆
長
岡
朝
河
貫
一
よ
り
来
書
、

⑱
同
年
九
月
五
日

　

在
伊
豆
長
岡
朝
河
貫
一
よ
り
余
の
図
書
館
長
退
任
ニ
対
し
、
慰
問
の
書
状
を
寄
せ
来
り
た
る
に
つ
き
一
書
を
発
す
、

以
上
、
第
一
回
の
帰
国
直
後
の
会
談
か
ら
始
ま
り
、
朝
河
に
関
す
る
記
述
を
十
八
件
確
認
で
き
た
。
こ
の
う
ち
、
こ
こ
ま
で
触
れ
て
き
た

内
容
に
関
す
る
も
の
を
見
て
ゆ
く
と
①
②
は
帰
国
直
後
の
収
書
に
関
す
る
相
談
で
あ
り
、
⑧
は
文
庫
協
会
と
Ａ
Ｌ
Ａ
の
交
流
に
関
す
る
書

簡
で
あ
る
。
二
通
と
あ
る
の
が
前
述
の
『
図
書
館
雑
誌
』
に
掲
載
さ
れ
た
市
島
宛
書
簡
と
、
そ
れ
に
同
封
さ
れ
て
き
た
朝
河
宛
の
ワ
イ
ヤ
ー

の
書
簡
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
⑰
⑱
は
今
回
紹
介
し
た
一
九
一
七
年
（
大
正
六
）
八
月
三
〇
日
付
の
市
島
宛
書
簡
と
、
そ
の
返
信
に

つ
い
て
書
い
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
で
目
を
引
く
の
は
図
書
収
集
に
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
⑤
⑥
⑫
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
⑫
は
国
書
刊

行
会
の
出
版
物
、
す
な
わ
ち
『
国
書
刊
行
会
叢
書
』
を
イ
ェ
ー
ル
大
学
宛
送
っ
て
ほ
し
い
と
の
依
頼
が
朝
河
か
ら
市
島
に
あ
っ
た
と
い
う
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の
で
あ
る
。
実
は
こ
の
半
年
ほ
ど
前
の
前
年
十
一
月
、
市
島
か
ら
朝
河
に
宛
て
て
刊
行
会
の
書
籍
送
付
に
つ
い
て
書
簡
が
送
ら
れ
て
い
るお
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
市
島
は
ま
ず
朝
河
か
ら
送
本
料
と
し
て
送
ら
れ
た
五
円
五
銭
（
二
ド
ル
五
〇
セ
ン
ト
）
に
つ
い
て
刊
行
会
事
務
所
に
渡
し

た
と
述
べ
、
一
回
の
送
本
料
と
し
て
平
均
五
〇
銭
か
か
る
の
で
、
第
三
年
度
十
二
回
分
の
送
料
に
は
六
円
が
必
要
だ
と
し
て
い
るか
。
さ
ら

に
十
三
回
目
以
降
の
刊
行
分
に
つ
い
て
朝
河
が
イ
ェ
ー
ル
大
学
の
分
を
丸
善
に
注
文
し
た
と
の
連
絡
が
あ
っ
た
が
、
丸
善
か
ら
イ
ェ
ー
ル

分
と
し
て
刊
行
会
へ
の
申
込
が
来
て
い
な
い
こ
と
を
告
げ
て
い
る
。
刊
行
会
叢
書
の
送
本
に
つ
い
て
朝
河
（
イ
ェ
ー
ル
大
学
図
書
館
）
と
刊

行
会
、
さ
ら
に
は
丸
善
と
の
間
で
何
ら
か
の
行
き
違
い
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
そ
う
し
た
状
況
を
経
て
、
⑫
に
あ
る
よ
う
に
朝
河
か
ら
あ
ら

た
め
て
市
島
に
宛
て
て
送
本
依
頼
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
るが
。

　

⑤
も
刊
行
会
関
係
だ
と
わ
か
る
が
具
体
的
な
内
容
は
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
ま
ず
「
刊
行
会
所
蔵
記
録
類
」
が
何
を
指
す
か
だ
が
、
こ

の
時
期
に
朝
河
に
譲
る
と
言
っ
て
い
る
以
上
、
朝
河
の
収
書
対
象
と
な
る
よ
う
な
何
ら
か
の
図
書
、
資
料
類
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
こ
で
考

え
た
い
の
が
『
国
書
刊
行
会
叢
書
』
中
の
『
続
々
群
書
類
従
』
第
五
冊
「
記
録
部
」
と
の
関
係
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
「
三
代
御
記
」「
貞

信
公
記
」「
九
暦
」
な
ど
古
代
の
古
記
録
に
は
じ
ま
り
、「
天
正
日
記
」「
九
州
下
向
記
」
な
ど
戦
国
・
織
豊
期
ま
で
の
記
録
類
が
収
め
ら

れ
て
い
る
。
た
だ
本
書
が
刊
行
さ
れ
る
の
は
一
九
〇
九
年
十
月
で
あ
り
、
⑤
の
段
階
で
は
刊
本
そ
の
も
の
に
つ
い
て
朝
河
へ
の
譲
渡
が
検

討
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
『
続
々
群
書
類
従
』
に
収
載
す
る
資
料
の
選
定
が
す
で
に
始
ま
っ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
あ
る
い
は
検

討
の
過
程
で
収
集
し
た
資
料
や
作
成
し
た
写
本
の
う
ち
、
何
ら
か
の
事
情
で
刊
行
会
と
し
て
不
要
と
な
っ
た
「
記
録
類き
」
を
ま
と
め
て
朝

河
に
譲
渡
す
る
こ
と
を
検
討
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
今
後
イ
ェ
ー
ル
大
学
所
蔵
資
料
な
ど
と
あ
わ
せ
て
調
査
す
る
こ
と
で
、
詳
細
が

判
明
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

最
後
に
⑥
だ
が
、
朝
河
か
ら
市
島
が
写
本
代
金
を
受
け
取
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
朝
河
の
写
本
作
成
の
過
程
で
早
稲
田
大
学
図
書
館

が
そ
の
成
果
物
を
購
入
し
た
こ
と
は
前
述
の
と
お
り
だ
が
、
こ
こ
で
は
朝
河
が
写
本
を
購
入
し
て
い
る
。
こ
れ
は
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
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事
情
が
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
こ
こ
で
い
う
「
写
本
代
」
に
つ
い
て
は
二
つ
の
場
合
が
想
定
で
き
よ
う
。
一
つ
が
一
枚
の
単
価

を
決
め
て
作
成
し
た
写
本
を
購
入
し
た
場
合
で
、
こ
の
場
合
、
市
島
個
人
が
作
成
し
た
写
本
で
は
な
く
、
お
そ
ら
く
国
書
刊
行
会
に
よ
る

写
本
で
あ
ろ
う
。
国
書
刊
行
会
で
は
叢
書
刊
行
に
向
け
て
各
種
古
典
籍
、
古
記
録
、
古
文
書
等
の
写
本
作
成
を
お
こ
な
っ
て
お
り
、
そ
れ

ら
の
う
ち
、
す
で
に
刊
本
が
出
版
さ
れ
た
も
の
な
ど
、
何
ら
か
の
理
由
で
不
要
と
な
っ
た
も
の
を
朝
河
に
売
却
し
た
可
能
性
で
あ
る
。
た

だ
こ
の
場
合
、
一
枚
の
単
価
を
前
述
と
同
様
約
二
銭
程
度
と
想
定
す
る
と
二
万
枚
以
上
に
な
り
、
一
冊
二
〇
〇
丁
と
し
て
一
〇
〇
冊
以
上

の
写
本
が
売
却
さ
れ
た
計
算
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
一
枚
の
単
価
が
よ
り
高
額
で
あ
れ
ば
冊
数
は
よ
り
少
な
く
な
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も

ま
と
ま
っ
た
数
の
写
本
が
朝
河
に
売
却
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
あ
る
い
は
も
う
一
つ
の
可
能
性
、
す
な
わ
ち
単
純
に
市
島
が
自
身
の
手
元

に
あ
っ
た
写
本
類
を
売
却
し
た
可
能
性
も
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
うぎ
。
い
ず
れ
に
し
て
も
市
島
経
由
で
の
朝
河
の
収
書
活
動
に
つ
い
て
は
未

詳
の
部
分
が
多
く
、
今
後
さ
ら
に
調
査
を
進
め
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
。

お
わ
り
に

　

冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、
現
在
朝
河
貫
一
に
よ
る
日
本
語
図
書
収
集
に
関
す
る
研
究
は
大
き
な
進
展
を
み
せ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
早

稲
田
大
学
、
市
島
春
城
の
視
点
か
ら
そ
の
問
題
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
き
た
。
日
誌
、
書
簡
な
ど
周
辺
資
料
か
ら
見
え
て
き
た
の
は
、

朝
河
の
収
書
活
動
に
市
島
を
中
心
と
し
た
早
稲
田
大
学
図
書
館
が
深
く
か
か
わ
っ
て
い
た
事
実
で
あ
る
。
た
だ
不
明
な
点
も
数
多
く
残
っ

て
い
る
。
今
後
、
周
辺
諸
資
料
の
調
査
を
進
め
る
こ
と
で
朝
河
と
早
稲
田
、
市
島
の
関
係
を
よ
り
明
確
な
も
の
と
し
て
ゆ
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。
大
方
の
ご
教
示
を
賜
わ
れ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　

な
お
本
稿
は
、
早
稲
田
大
学
教
授
の
甚
野
尚
志
先
生
に
、
同
大
学
歴
史
館
で
の
展
示
「
海
を
渡
っ
た
サ
ム
ラ
イ　

朝
河
貫
一
展
」
の
資

料
調
査
に
お
誘
い
い
た
だ
き
、
そ
の
内
容
を
朝
河
貫
一
学
術
協
会
第
八
回
研
究
会
（
二
〇
二
〇
年
二
月
二
六
日
、
於
早
稲
田
大
学
戸
山
キ
ャ
ン
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パ
ス
）
で
報
告
し
た
も
の
の
一
部
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
甚
野
先
生
や
研
究
会
席
上
で
ご
意
見
を
頂
戴
し
た
諸
氏
に
、
あ
ら
た
め
て

御
礼
申
し
上
げ
る
。

注（
１

） 

①
近
藤
成
一
「
イ
ェ
ー
ル
大
学
の
所
蔵
す
る
日
本
関
連
資
料
に
つ
い
て
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
『
イ
ェ
ー
ル
大
学
所
蔵
日
本
関
連
資
料　

研

究
と
目
録
』、
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
六
年
）、
②
中
村
治
子
「
朝
河
貫
一
と
イ
ェ
ー
ル
大
学
日
本
語
コ
レ
ク
シ
ョ
ン　

構
築
・
目
録
作
成
・
整
理
の
葛
藤
」

（
海
老
澤
衷
ほ
か
編
『
朝
河
貫
一
と
日
欧
中
世
史
研
究
』、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
七
年
）
な
ど
、
多
く
の
論
稿
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。

（
２

） 

杉
森
哲
也
「「
京
都
古
文
書
」
目
録
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
『
イ
ェ
ー
ル
大
学
所
蔵
日
本
関
連
資
料　

研
究
と
目
録
』、
勉
誠
出
版
、
二
〇
一

六
年
）。

（
３

） 

①
松
谷
有
美
子
「
朝
河
貫
一
に
よ
る
イ
ェ
ー
ル
大
学
図
書
館
お
よ
び
米
国
議
会
図
書
館
の
た
め
の
日
本
資
料
の
収
集
」（『Library and Inform

a-
tion Science

』
七
二
、
二
〇
一
四
年
）、
②
同
「
朝
河
貫
一
と
日
本
図
書
館
協
会
」（
海
老
澤
衷
ほ
か
編
『
朝
河
貫
一
と
人
文
学
の
形
成
』、
吉
川
弘

文
館
、
二
〇
一
九
年
、
③
同
「
イ
ェ
ー
ル
大
学
図
書
館
長
書
簡
類
に
み
る
朝
河
貫
一
の
日
本
資
料
収
集
」（『
三
田
図
書
館
・
情
報
学
会
研
究
大
会
発

表
論
文
集
』
二
〇
一
九
年
度
、
二
〇
一
九
年
）
な
ど
。

（
４

） 

朝
河
貫
一
書
簡
集
編
集
委
員
会
編
、
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
九
一
年
。

（
５

） 

以
下
、
朝
河
の
履
歴
に
つ
い
て
は
前
掲
注（
３

）①
松
谷
論
文
、
お
よ
び
前
掲
注（
４

）書
な
ど
を
参
照
し
た
。

（
６

） 

市
島
春
城
「
数
年
に
し
て
文
界
の
一
名
物
」（『
随
筆
早
稲
田
』、
翰
墨
同
好
会
・
南
有
書
院
、
一
九
三
五
年
）、
引
用
中
の
〜
は
中
略
、（　

）
は
原

文
の
マ
マ
。

（
７

） 

学
位
論
文
原
題
・“T

he reform
 of 645: an introduction to the study of the origin of Feudalism

 in Japan. ”

同
論
文
は
翌
年
、“T

he 
early institutional life of Japan: a study in the reform

 of 645 A
.D

. ”
の
書
名
で
、
秀
英
舎
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。

（
８

） 

前
掲
注（
１

）①
近
藤
論
文
、
お
よ
び
後
掲
注（
12
）イ
ェ
ー
ル
大
学
図
書
館
長
年
次
報
告
な
ど
参
照
。

（
９

） 

以
下
、
両
図
書
館
長
の
年
次
報
告
書
お
よ
び
、
前
掲
注（
３

）①
松
谷
論
文
を
主
に
参
照
し
た
。
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（
10
） Putnam

, George H
erbert, 1861-1955

。
第
八
代
Ｌ
Ｃ
館
長
（
在
任
・
一
八
九
九
〜
一
九
三
九
）。
議
会
図
書
館
分
類
表
、
同
件
名
表
の
採
用
、

印
刷
カ
ー
ド
の
配
布
な
ど
現
在
に
つ
な
が
る
重
要
な
図
書
館
施
策
を
実
現
し
た
。
日
本
図
書
館
情
報
学
会
用
語
辞
典
編
集
委
員
会
編
『
図
書
館
情
報

学
用
語
辞
典
』
第
三
版
（
丸
善
、
二
〇
〇
七
年
）
参
照
。

（
11
） Library of Congress, “REPO

RT
 O

F T
H

E LIBRA
RIA

N
 O

F CO
N

GRESS, 1907 ”, Governm
ent Printing O

ffice, W
ashington, 

1907

。
本
稿
で
はhathitrust

収
載
の
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
所
蔵
本
を
参
照
し
た
。

（
12
） Y

ale U
niversity, “REPO

RT
 O

F T
H

E LIBRA
RIA

N
, July 1, 1907-June 30,1908, 1907-1908 ”, BU

LLET
IN

 O
F Y

A
LE U

N
IV

ER-
SIT

Y
, 4

th Series, N
o.9, A

ug. 1908.

な
お
、
後
述
す
る
よ
う
に
本
書
の
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
本
は
朝
河
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
13
） 

前
掲
注（
３

）①
参
照
。

（
14
） 

「
春
城
日
誌　

明
治
三
十
九
年
第
一
月
以
降
」（
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
市
島
春
城
資
料
．
五
四
四
）。
翻
刻
が
『
早
稲
田
大
学
図
書
館
紀
要
』
三

三
（
春
城
日
誌
研
究
会
編
、
同
館
刊
、
一
九
九
一
年
）
に
収
載
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
そ
れ
を
参
照
し
つ
つ
、
原
本
に
拠
っ
た
。
市
島
春
城
資

料
（
以
下
単
に
「
春
城
資
料
」
と
す
る
）
は
早
稲
田
大
学
図
書
館
が
所
蔵
す
る
市
島
自
筆
の
日
誌
、
筆
録
を
中
心
と
し
た
資
料
群
で
あ
る
。
詳
細
は

後
掲
注（
18
）拙
稿
参
照
。

（
15
） 

春
城
は
生
涯
に
わ
た
り
日
誌
と
、
日
々
感
じ
た
こ
と
を
ま
と
め
た
筆
録
類
を
残
し
て
い
る
が
、
書
簡
の
往
来
や
来
客
に
つ
い
て
は
人
名
だ
け
の
こ

と
も
あ
る
が
あ
る
程
度
詳
し
く
記
し
て
い
る
。
朝
河
が
日
本
資
料
の
収
集
を
考
え
は
じ
め
た
と
さ
れ
る
一
九
〇
五
年
頃
の
市
島
の
日
誌
や
筆
録
に
朝

河
に
つ
い
て
の
記
載
は
見
当
た
ら
な
い
。

（
16
） 

「
春
城
日
誌　

明
治
三
十
九
年
第
一
月
以
降
」（
前
掲
注（
14
））
参
照
。

（
17
） 

『
廿
五
年
紀
念
早
稲
田
大
学
創
業
録
』（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
〇
七
年
）。

（
18
） 

図
書
館
長
就
任
ま
で
の
市
島
や
そ
の
後
の
活
動
に
つ
い
て
は
①
拙
稿
「
解
説
と
解
題
」（『
市
島
春
城
随
筆
集
』
十
一
、
ク
レ
ス
出
版
、
一
九
九
六
年
）、

②
同
「
翻
刻
解
題
市
島
春
城
「
自
叙
伝
材
料
録　

一
〜
五
」（『
早
稲
田
大
学
図
書
館
紀
要
』
六
四
〜
六
七
、
二
〇
一
七
〜
二
〇
二
〇
年
）
参
照
。

（
19
） 

当
時
の
東
京
専
門
学
校
は
校
長
で
あ
る
鳩
山
和
夫
の
も
と
、
学
監
と
し
て
高
田
早
苗
が
実
務
を
統
括
し
て
い
た
が
、
高
田
か
ら
図
書
館
長
就
任
を

依
頼
さ
れ
た
市
島
は
の
ち
に
「
喜
ん
で
直
ち
に
諾
し
た
が
、
実
は
其
頃
ま
だ
図
書
館
の
管
理
法
や
西
洋
流
の
目
録
の
編
成
法
な
ど
を
心
得
て
ゐ
な
か

つ
た
。
し
か
し
初
め
か
ら
興
味
を
以
つ
て
事
に
当
つ
た
」（
市
島
春
城
「
早
稲
田
大
学
の
今
昔
」
図
書
館
の
建
設
『
随
筆
早
稲
田
』、
翰
墨
同
好
会
、
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南
有
書
院
、
一
九
三
五
年
）
と
述
べ
て
お
り
、
た
だ
ち
に
承
諾
す
る
気
持
ち
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
20
） 
「
春
城
日
誌　

明
治
三
十
五
年
三
月
六
日
以
降
」（
春
城
資
料
．
五
三
六
）。
大
橋
図
書
館
は
出
版
社
博
文
館
の
大
橋
佐
平
が
開
設
を
目
指
し
て
い
た

私
設
図
書
館
で
、
佐
平
の
死
後
、
息
子
の
新
太
郎
が
そ
の
遺
志
を
継
ぎ
、
一
九
〇
二
年
六
月
十
五
日
に
開
館
し
て
い
た
。
岸
上
は
図
書
館
副
主
事
と

し
て
市
島
の
対
応
を
し
た
。『
大
橋
図
書
館
四
十
年
史
』（
博
文
館
、
一
九
四
二
年
）。

（
21
） 

「
春
城
日
誌
」（
前
掲
注（
20
））、
お
よ
び
「
我
楽
多
誌　

五
」（
春
城
資
料
．
一
二
〇
）。

（
22
） 

「
日
本
図
書
館
協
会
沿
革
略
」（『
図
書
館
雑
誌
』
三
〇
、
日
本
図
書
館
協
会
、
一
九
一
七
年
）。

（
23
） 

『
早
稲
田
学
報
』
一
三
七
（
一
九
〇
六
年
八
月
）
の
「
早
稲
田
記
事
」
次
年
度
嘱
託
講
師
の
項
に
「
英
語　

ド
ク
ト
ル
、
オ
ヴ
、
フ
イ
ロ
ソ
フ
イ
ー　

朝
河
貫
一
」
と
あ
る
。
ま
た
図
書
館
に
残
さ
れ
た
当
時
の
事
務
記
録
で
あ
る
「
要
件
録
」（
図
書
館
庶
務
掛
、
請
求
記
号
・
ト
一
〇　

二
〇
六
九　

三

（
一
））
に
は
「
明
治
三
十
九
年
九
月
十
四
日　

左
ノ
通
リ
本
部
ヨ
リ
通
牒
（
中
略
）
本
学
年
嘱
託
講
師
左
ノ
通
リ
（
中
略
）
実
際
英
語　

ド
ク
ト
ル　

オ
フ　

フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー　

朝
河
貫
一
」
と
あ
る
。

（
24
） 

『
早
稲
田
学
報
』
一
四
八
（
一
九
〇
七
年
六
月
）
に
掲
げ
ら
れ
た
同
年
五
月
制
定
の
「
早
稲
田
大
学
定
款
」
に
よ
れ
ば
教
授
会
は
各
部
の
講
師
か
ら

総
長
・
学
長
に
よ
り
嘱
任
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
。
第
一
回
教
授
会
は
五
月
十
六
日
に
開
催
さ
れ
、
朝
河
も
出
席
し
て
い
る
。

（
25
） 

「
日
本
文
庫
協
会
紀
要
」（『
図
書
館
雑
誌
』
一
、
一
九
〇
七
年
）。
名
簿
に
は
「
在
外
海
員
」
と
あ
る
が
、
同
誌
の
別
項
に
「
在
外
会
員
」
と
あ
る

の
で
そ
ち
ら
の
表
記
を
採
っ
た
。
ま
た
講
演
を
お
こ
な
っ
た
日
の
夜
に
は
「
米
国
議
院
文
庫
及
エ
ー
ル
大
学
図
書
館
の
依
嘱
を
受
け
て
本
邦
書
籍
蒐

集
の
事
を
畢
へ
不
日
帰
米
せ
ん
と
す
る
朝
河
貫
一
」（
前
掲
注（
22
））
ら
の
た
め
に
市
島
が
中
心
と
な
っ
て
祝
宴
が
開
か
れ
、
国
内
の
主
要
図
書
館
関

係
者
が
こ
れ
に
参
加
し
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
機
会
が
朝
河
に
と
っ
て
は
そ
の
後
の
日
本
研
究
、
資
料
収
集
に
重
要
な
場
と
な
っ
た
と
考
え
て
よ
い

だ
ろ
う
。
朝
河
と
日
本
図
書
館
協
会
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
前
掲
注（
３

）②
参
照
。

（
26
） 

「
日
本
文
庫
協
会
紀
要
」
日
本
文
庫
協
会
主
催
第
二
回
全
国
図
書
館
員
大
会
記
事
（『
図
書
館
雑
誌
』
二
、
一
九
〇
八
年
）。
同
紀
要
の
別
項
目
で
は
、

朝
河
が
ア
メ
リ
カ
図
書
館
協
会
（
Ａ
Ｌ
Ａ
）
に
日
本
文
庫
協
会
と
の
間
で
出
版
物
や
図
書
館
問
題
に
関
す
る
情
報
交
換
を
申
入
れ
た
こ
と
に
対
す
る

「
Ａ
Ｌ
Ａ
幹
事
」
ワ
イ
ヤ
ー
（J. I. W

yer

）
の
回
答
文
（
朝
河
宛
書
簡
）
が
、
朝
河
が
市
島
に
宛
て
た
書
簡
と
と
も
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ワ
イ
ヤ
ー

は
一
九
〇
二
年
か
ら
一
九
〇
九
年
ま
で
Ａ
Ｌ
Ａ
のelected-secretary

で
あ
り
、一
九
一
〇
年
か
ら
十
一
年
に
は
会
長
と
な
っ
て
い
る
（“D

ictionary 
of A

m
erican library biography ”, Libraries U

nlim
ited, 1978

、
Ａ
Ｌ
Ａ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ“A

LA
’s Past Presidents ”, http://w

w
w

.ala.org 



─　　─68

/aboutala/history/past

）。

（
27
） 
前
掲
注（
12
）書
。
早
稲
田
大
学
中
央
図
書
館
に
朝
河
寄
贈
の
同
書
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
（
請
求
記
号
・
Ｚ
Ｃ　

四
七
六　

一
九
〇
七
）。

（
28
） 
①
日
本
図
書
館
文
化
史
研
究
会
編
『
図
書
館
人
物
事
典
』、
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
、
二
〇
一
七
年
）、
②
『
早
稲
田
大
学
図
書
館
史　

資
料
と
写
真

で
見
る
１

０

０

年
』（
早
稲
田
大
学
図
書
館
編
刊
、
一
九
九
〇
年
）。
な
お
③
『
早
稲
田
学
報
』
一
五
三
（
早
稲
田
紀
念
号
、
一
九
〇
七
年
）
の
「
早

稲
田
大
学
開
校
前
ヨ
リ
勤
続
ノ
職
員
」
に
「
石
井
藤
次
郎
」
と
あ
る
が
、
藤
五
郎
の
誤
り
と
考
え
ら
れ
る
。
石
井
は
こ
の
後
も
図
書
館
に
勤
務
し
、

一
九
二
五
年
の
新
図
書
館
（
現
在
の
早
稲
田
大
学
二
号
館
）
開
館
の
直
前
に
死
去
し
た
。

（
29
） 

前
掲
注（
22
）。

（
30
） 

前
掲
注（
28
）①
②
参
照
。
一
九
〇
〇
年
の
職
務
章
程
改
正
に
よ
り
「
東
京
専
門
学
校
図
書
館
」
と
な
っ
た
。
加
藤
は
早
稲
田
だ
け
で
な
く
、
東
京

帝
国
大
学
法
学
部
、
法
政
大
学
な
ど
の
図
書
館
に
も
勤
務
し
た
。

（
31
） 

前
掲
注（
28
）①
。
市
島
の
日
誌
の
一
九
〇
四
年
五
月
八
日
条
に
「
小
林
賢
（
マ
マ
）三
再
来
、
来
る
十
一
日
よ
り
図
書
館
ニ
傭
入
之
事
決
す
、」（「
春
城
日
誌　

明
治
三
十
七
年
一
月
以
降
」（
春
城
資
料
．
五
四
〇
）
と
あ
る
。
小
林
は
こ
れ
以
前
か
ら
た
び
た
び
市
島
の
も
と
を
訪
れ
て
身
の
回
り
の
手
伝
い
を
し

て
い
た
が
、
こ
の
段
階
で
正
式
に
図
書
館
職
員
と
し
て
採
用
が
決
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
金
子
宏
二
「
早
稲
田
大
学
越
佐
会
群
像
」
九
（『
新
潟
日
報
』

二
〇
一
二
年
五
月
二
三
日
号
）。

（
32
） 

拙
稿
「
翻
刻
解
題　

市
島
春
城
「
自
叙
伝
材
料
録　

四
、
五
」（『
早
稲
田
大
学
図
書
館
紀
要
』
六
七
、
二
〇
二
〇
年
）。
市
島
の
父
・
直
太
郎
の
弟

で
和
泉
家
の
婿
養
子
と
な
っ
た
巌
吉
は
市
島
を
物
心
両
面
か
ら
支
え
て
い
た
が
、
市
島
が
館
長
と
な
っ
た
一
九
〇
二
年
に
死
去
し
て
い
る
。

（
33
） 

こ
こ
で
郵
便
物
の
宛
先
と
な
っ
て
い
る
人
々
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
く
。

下
田
歌
子
（
一
八
五
四
│
一
九
三
六
）
＝
明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
活
動
し
た
教
育
者
。
華
族
女
学
校
教
授
や
帝
国
婦
人
協
会
の
結
成
な
ど
女
子
教

育
に
尽
力
、
一
八
九
九
年
に
実
践
女
学
校
（
現
・
実
践
女
子
大
学
）
を
開
設
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。
上
沼
八
郎
「
下
田
歌
子
」（『
国
史
大
辞
典
』

JapanK
now

ledge

版
、20201012

）
参
照
。
朝
河
貫
一
と
の
関
係
は
未
詳
。

岡
田
五
兎
＝
朝
河
の
福
島
尋
常
中
学
時
代
の
恩
師
。
前
掲
注（
４

）書
参
照
。

筧
舜
亮
（
一
八
八
四
│
一
九
三
八
）
＝
福
島
県
出
身
の
教
育
者
、
山
形
県
立
酒
田
中
学
初
代
校
長
。
仙
台
の
第
二
高
等
学
校
を
経
て
、
一
九
一
一
年

に
東
京
帝
国
大
学
を
卒
業
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
と
き
の
朝
河
か
ら
の
葉
書
は
学
生
時
代
の
筧
に
送
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
田
村
寛
三
「
校
風
樹
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立
し
た
酒
田
中
学
初
代
校
長
」（
荘
内
日
報
社
『
郷
土
の
先
人
・
先
覚
』
一
四
六
、
同
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
、http://w

w
w

.shonai-nippo.
co.jp/square/feature/exploit/exp146.htm

l

）、『
新
編　

庄
内
人
名
辞
典
』（
同
書
刊
行
会
、
一
九
八
六
年
）。

東
亜
同
文
会
＝
一
八
九
八
年
に
結
成
さ
れ
た
日
本
の
大
陸
政
策
に
か
か
わ
る
民
間
団
体
。
そ
の
活
動
は
大
隈
内
閣
の
対
中
政
策
と
関
連
し
た
部
分
も

あ
る
が
、
朝
河
と
の
接
点
は
未
詳
。
平
野
謙
一
郎
「
東
亜
同
文
会
」（『
国
史
大
辞
典
』、
吉
川
弘
文
館
、JapanK

now
ledge

版
、20201012

）
参
照
。

Chinese Y
oung M

en ’s Christian A
ssociation

＝
一
九
〇
六
年
に
発
会
し
た
「
留
日
中
華
基
督
教
青
年
会
」
の
こ
と
。
当
時
増
加
し
て
い
た
清

国
か
ら
の
留
学
生
の
た
め
の
組
織
で
、早
稲
田
に
作
ら
れ
た
寄
宿
舎
は
後
に
早
稲
田
大
学
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
「
信
愛
学
舎
」
と
な
っ
た
。奈
良
常
五
郎
『
日

本
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
史
』（
日
本
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
同
盟
出
版
部
、
一
九
五
九
年
）
参
照
。

Bryn M
aw

r College
＝
ブ
リ
ン
マ
ー
大
学
は
一
八
八
五
年
に
ク
ェ
ー
カ
ー
教
徒
に
よ
っ
て
ア
メ
リ
カ
の
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
ブ
リ
ン
マ
ー
に
設
立

さ
れ
た
女
子
大
学
。
同
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
（https://w

w
w

.brynm
aw

r.edu/about

）。

（
34
） 

前
掲
注（
４

）書
収
載
「
朝
河
貫
一
年
譜
」
参
照
。

（
35
） 

①
市
島
春
城
「
国
書
刊
行
会
の
思
出
」（『
春
城
随
筆　

余
生
児
戯
』、
冨
山
房
、
一
九
三
九
年
）、
②
同
「
第
一
期
刊
行
顚
末
」（『
国
書
刊
行
会
出

版
目
録　

附
日
本
古
刻
書
史
』（
国
書
刊
行
会
、
一
九
〇
九
年
）。

（
36
） 

福
島
県
立
図
書
館
に
残
る
国
書
刊
行
会
か
ら
朝
河
宛
の
書
簡
か
ら
も
そ
の
こ
と
が
わ
か
る
。
甚
野
尚
志
・
福
島
県
立
図
書
館
編
『
福
島
県
立
図
書

館
所
蔵
朝
河
貫
一
資
料
目
録
』
改
訂
版
（
福
島
県
立
図
書
館
、
二
〇
一
九
年
）
に
よ
れ
ば
同
館
に
は
国
書
刊
行
会
か
ら
朝
河
宛
の
書
簡
八
通
が
所
蔵

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
内
容
は
送
本
や
そ
の
代
金
に
関
す
る
連
絡
で
あ
る
。

（
37
） 

前
掲
注（
34
）参
照
。

（
38
） 

一
九
一
七
年
（
大
正
六
）
に
早
稲
田
大
学
内
で
お
こ
っ
た
紛
争
。
学
長
で
あ
る
天
野
為
之
を
中
心
と
す
る
勢
力
と
、
高
田
早
苗
、
市
島
春
城
ら
が

対
立
、
学
生
、
教
員
を
巻
き
込
み
、
新
聞
紙
上
で
も
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
一
大
騒
動
と
な
っ
た
。
最
終
的
に
は
天
野
が
学
長
を
辞
任
し
て
大
学

を
去
る
か
た
ち
で
決
着
す
る
が
、
高
田
、
市
島
も
学
内
の
要
職
を
辞
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
当
時
学
生
で
あ
っ
た
尾
崎
士
郎
（
一
八
九
八
│
一
九
六
四
）

が
『
人
生
劇
場
』
の
中
で
描
い
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。
早
稲
田
大
学
大
学
史
編
集
所
編
『
早
稲
田
大
学
百
年
史
』
二
（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、

一
九
八
一
年
）
参
照
。

（
39
） 

「
双
魚
堂
日
誌
」
一
九
一
七
年
九
月
五
日
条
に
「
在
伊
豆
長
岡
朝
河
貫
一
よ
り
余
の
図
書
館
長
退
任
ニ
対
し
、
慰
問
の
書
状
を
寄
せ
来
り
た
る
に
つ
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き
一
書
を
発
す
」
と
の
記
載
が
あ
る
（
春
城
資
料
．
五
七
三
）。

（
40
） 
逍
遙
と
朝
河
の
関
係
、
さ
ら
に
は
両
者
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
書
簡
に
つ
い
て
は
、
①
拙
稿
「
坪
内
逍
遙
と
朝
河
貫
一　

書
簡
を
通
じ
て
見
た
学
問

上
の
交
流
」（『
日
本
史
攷
究
』
四
四
、
二
〇
二
〇
年
）、
②
甚
野
尚
志
・
藤
原
秀
之
「
早
稲
田
大
学
歴
史
館
「
海
を
渡
っ
た
サ
ム
ラ
イ　

朝
河
貫
一
展
」

に
よ
せ
て　

新
発
見
資
料
の
紹
介
」（『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
六
六
、
二
〇
二
一
年
）
参
照
。

（
41
） H

oughton M
ifflin and Com

pany, Boston and N
ew

 Y
ork, 1904

。
朝
河
か
ら
の
寄
贈
本
が
早
稲
田
大
学
中
央
図
書
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る

（
請
求
記
号
・
Ａ
Ｅ　

二
四
四
〇
）。見
返
し
に
は
朝
河
の
自
筆
で“W
ith its com

plim
aits of K

. A
sakaw

a W
aseda U

niv. Library. ”

（
イ
タ
リ
ッ

ク
部
分
は
印
刷
）
と
記
さ
れ
た
名
刺
が
貼
付
さ
れ
て
お
り
、
標
題
紙
に
捺
さ
れ
た
寄
贈
印
に
は
「
明
治
卅
八
年
一
月
十
二
日　

在
米
国　

著
者
氏
寄

贈
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
朝
河
は
日
露
戦
争
中
に
刊
行
し
た
本
書
に
つ
い
て
後
に
「
教
授
と
研
学
と
は
余
の
本
務
に
し
て
、
時
事
を
評
論
す
る
は
余

の
よ
く
せ
ざ
る
と
こ
ろ
の
み
な
ら
ず
、
ま
た
好
ま
ざ
る
と
こ
ろ
な
り
。
し
か
れ
ど
も
重
要
な
る
時
事
に
関
し
て
誰
人
か
為
さ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
こ
と

の
未
だ
誰
人
も
容
易
に
為
さ
ざ
る
を
見
て
、
自
ら
揣
ら
ず
、
戦
時
一
書
を
英
米
両
国
に
て
出
版
し
た
る
こ
と
あ
り
」
と
述
べ
て
い
る
。
朝
河
貫
一
『
日

本
の
禍
機
』
序
文
（
実
業
之
日
本
社
、
一
九
〇
九
年
）。
引
用
は
講
談
社
学
術
文
庫
版
（
一
九
八
七
年
）
に
よ
っ
た
。『
日
本
之
禍
機
』
出
版
の
経
緯

に
つ
い
て
は
、
前
掲
注（
40
）②
論
文
参
照
。

（
42
） 

『
早
稲
田
学
報
』
一
一
五
（
一
九
〇
五
年
三
月
）。

（
43
） 

“T
he D

ocum
ents of Iriki ”, Y

ale U
niv.Press, 1929, Y

ale historical publications. M
anuscripts and edited texts; 10.

（
請
求
記
号
・

Ａ
Ｅ 

三
一
三
七
）。
図
書
館
蔵
本
の
見
返
し
に
は
「
早
稲
田
大
学
図
書
館
御
中　

朝
河
貫
一
」
と
自
筆
の
献
辞
が
添
え
ら
れ
て
お
り
、
本
文
扉
に
は

昭
和
四
年
五
月
十
四
日
付
で
朝
河
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
旨
の
寄
贈
印
が
図
書
館
に
よ
っ
て
捺
さ
れ
て
い
る
。

（
44
） 

坪
内
逍
遙
宛
朝
河
貫
一
書
簡　

一
九
二
九
年
七
月
二
〇
日
（
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
所
蔵
）。
こ
の
書
簡
で
朝
河
は
入
来
文
書
寄
贈
に
つ
い
て

「
部
数
少
く
印
刷
費
多
く
定
価
高
く
候
、
先
度
早
稲
田
大
学
の
図
書
館
に
一
部
呈
上
仕
候
間
（
中
略
）
日
本
の
図
書
館
へ
は
此
外
に
何
れ
も
小
生
よ
り

寄
贈
せ
ず
、
寄
贈
す
る
資
力
な
く
候
」
と
述
べ
て
い
る
。
詳
細
は
前
掲
注（
40
）①
拙
稿
参
照
。

（
45
） 

前
掲
注（
40
）①
拙
稿
参
照
。

（
46
） https://base1.nijl.ac.jp/~tkoten/

（
47
） https://w

w
w

.w
ul.w

aseda.ac.jp/kotenseki/index.htm
l
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（
48
） 

Ｌ
Ｃ
の
報
告
書
に
は“so volum

inous and w
ould be of so little use in A

m
erica ”

と
理
由
を
述
べ
て
い
る
。
前
掲
注（
11
）参
照
。

（
49
） 
前
掲
注（
１

）②
参
照
。

（
50
） https://beinecke.library.yale.edu/

（
51
） 
朝
河
が
早
稲
田
大
学
図
書
館
で
一
九
〇
七
年
五
月
二
四
日
に
記
し
た
も
の
。
全
体
が
タ
イ
プ
打
で
朝
河
の
署
名
と
修
正
部
分
が
黒
の
ペ
ン
書
で
あ

る
（https://brbl-dl.library.yale.edu/vufind/Record/3684510

）。

（
52
） 

本
写
本
の
存
在
に
つ
い
て
は
イ
ェ
ー
ル
大
学
図
書
館
の
中
村
治
子
氏
に
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

（
53
） 

朝
尾
直
弘
「
朝
河
貫
一
と
下
京
文
書
」（『
日
本
史
研
究
』
二
四
一
、
一
九
八
二
年
）、
前
掲
注（
２

）参
照
。

（
54
） 

東
京
専
門
学
校
時
代
か
ら
近
年
ま
で
の
帳
票
類
、
業
務
日
誌
、
寄
贈
図
書
受
入
目
録
、
展
覧
会
記
録
な
ど
の
す
べ
て
が
残
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
が
、
現
存
す
る
資
料
は
一
図
書
館
の
記
録
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
、
大
学
史
、
近
代
図
書
館
史
研
究
上
も
重
要
な
資
料
群
で
あ
る
。
今
回
紹
介
し
た

資
料
は
「
早
稲
田
大
学
図
書
館
事
務
関
係
書
類
」（
ト
一
〇　

二
〇
六
九
）
の
う
ち
、「
請
求
領
収
書
類　

明
治
四
〇
年
」
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
も

の
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
。

（
55
） 

請
求
記
号
・
タ
四　

二
六
一
八
（
貴
重
書
扱
）。
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
全
文
の
画
像
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
56
） 

国
書
刊
行
会
、
一
九
〇
九
年
。

（
57
） 

そ
の
後
、
誤
字
な
ど
を
修
正
し
た
も
の
が
『
早
稲
田
大
学
図
書
館
紀
要
』
十
四
（
一
九
七
三
年
）
に
収
録
さ
れ
た
。
柴
辻
俊
六
「
本
館
所
蔵　

古

文
書
摘
録
」
三
（
同
誌
）。

（
58
） 

イ
ェ
ー
ル
大
学
図
書
館
の
オ
ン
ラ
イ
ン
目
録
（O

rbis

）
に
よ
れ
ば
、
こ
こ
に
挙
が
っ
て
い
る
図
書
の
う
ち
『
仏
教
い
ろ
は
字
典
』（
若
原
敬
経
編
述
、

其
中
堂
書
店
、
一
九
〇
四
年
）、『
続
日
本
高
僧
伝
』（
道
契
撰
、
吉
川
半
七
、
一
九
〇
六
年
）、『
明
治
財
政
史　

一
名
松
方
伯
財
政
事
歴
』（
同
書
編

纂
会
、
丸
善
、
一
九
〇
四
│
一
九
〇
五
年
）
の
存
在
は
確
認
で
き
る
が
、
朝
河
か
ら
の
寄
贈
に
つ
い
て
は
未
詳
。

（
59
） 

前
掲
注（
１

）①
②
等
参
照
。

（
60
） 

朝
河
の
収
集
し
た
資
料
の
中
に
は
哲
学
書
院
の
印
が
あ
る
謄
写
本
が
含
ま
れ
て
い
る
。
哲
学
書
院
は
一
八
九
八
年
に
藤
原
頼
長
の
日
記
『
台
記
』

を
刊
行
、
多
く
の
古
記
録
類
の
刊
行
を
予
定
し
て
い
た
が
、
未
刊
に
終
わ
っ
た
。
そ
れ
ら
未
刊
に
終
わ
っ
た
原
稿
が
朝
河
の
手
に
渡
っ
た
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。
前
掲
注（
１

）①
参
照
。
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（
61
） 

前
掲
注（
１

）②
参
照
。

（
62
） 
こ
れ
ら
謄
写
版
を
は
じ
め
、
資
料
閲
覧
に
あ
た
っ
て
は
早
稲
田
大
学
図
書
館
特
別
資
料
室
の
嶌
田
修
氏
の
手
を
煩
わ
せ
た
。
こ
こ
に
特
に
記
し
て

御
礼
申
し
上
げ
る
も
の
で
あ
る
。

（
63
） 
一
部
の
資
料
に
ペ
ン
に
よ
る
書
き
込
み
が
あ
る
。
書
簡
等
の
字
体
と
類
似
す
る
も
の
が
あ
り
、
あ
る
い
は
朝
河
の
手
に
な
る
も
の
が
含
ま
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

（
64
） 

こ
の
う
ち
『
鎌
倉
時
代
史
』
に
つ
い
て
は
中
村
が
「
日
本
国
内
で
所
蔵
が
あ
る
図
書
館
は
未
だ
に
確
認
さ
れ
て
い
な
い
」
と
指
摘
す
る
も
の
と
同

一
の
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
だ
と
す
れ
ば
国
内
で
初
め
て
の
発
見
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
前
掲
注（
１

）②
参
照
。（
図
版
７
）

（
65
） 

『
早
稲
田
学
報
』
一
五
〇
号
（
一
九
〇
七
年
八
月
）
に
「
講
師
校
友
送
別
会
」
と
し
て
、「
六
月
二
十
四
日
午
後
五
時
よ
り
、
麹
町
区
富
士
見
町
富

士
見
軒
に
於
て
、
講
師
姉
崎
正
治
（
学
術
取
調
の
為
め
洋
行
）
三
潴
信
三
（
本
大
学
留
学
生
）、
山
崎
直
三
（
本
大
学
留
学
生
）、
校
友
朝
河
貫
一
（
エ
ー

図版７）　『鎌倉時代史』巻頭



朝
河
貫
一
の
図
書
収
集
と
早
稲
田
大
学
図
書
館

─　　─73

ル
大
学
へ
帰
任
）、
坪
谷
善
四
郎
（
欧
米
漫
遊
）、
原
口
竹
次
郎
（
米
国
ハ
ー
ト
フ
ォ
ー
ド
大
学
へ
入
学
）
の
六
氏
の
為
め
、
送
別
会
を
開
く
、」
と
あ

る
。

（
66
） 
朝
河
貫
一
宛
市
島
謙
吉
書
簡　

一
九
〇
八
年
十
一
月
十
三
日
（
福
島
県
立
図
書
館
所
蔵
朝
河
貫
一
資
料
．
Ｂ
十
五
│
一
）。
書
簡
の
内
容
に
つ
い
て

は
甚
野
尚
志
先
生
に
ご
提
供
い
た
だ
い
た
複
写
に
よ
り
確
認
し
た
。

（
67
） 

事
前
に
申
し
込
ん
だ
会
員
に
向
け
て
一
九
〇
五
年
十
一
月
に
配
本
を
開
始
し
た
『
国
書
刊
行
会
叢
書
』
は
当
初
三
年
計
画
で
刊
行
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
て
い
た
が
、
実
際
に
は
刊
行
は
四
年
目
以
降
に
も
及
ん
で
い
る
。
前
掲
注（
35
）②
参
照
。

（
68
） 

こ
の
の
ち
刊
行
会
か
ら
朝
河
に
宛
て
て
刊
行
会
叢
書
送
本
に
つ
い
て
送
本
分
の
受
領
確
認
や
送
料
に
つ
い
て
な
ど
、
た
び
た
び
書
簡
が
送
ら
れ
て

い
る
。
前
掲
注（
36
）。

（
69
） 

国
書
刊
行
会
で
は
原
稿
と
し
て
新
た
な
写
本
を
作
成
す
る
場
合
と
、
既
存
の
版
本
、
写
本
を
そ
の
ま
ま
翻
刻
の
底
本
と
す
る
場
合
が
あ
る
。
刊
行

後
不
要
と
な
っ
た
そ
れ
ら
の
「
原
稿
類
」
の
一
部
が
現
在
早
稲
田
大
学
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
刊
本
へ
の
収
載
が
見
送
り
と
な
っ
た
も
の
、

ま
た
同
一
資
料
で
複
数
の
写
本
、
版
本
を
刊
行
会
が
入
手
し
た
場
合
な
ど
、
刊
行
前
、
あ
る
い
は
原
稿
完
成
以
前
に
不
要
と
な
る
も
の
が
存
在
し
た

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

（
70
） 

市
島
は
早
稲
田
大
学
図
書
館
長
就
任
時
に
、
自
身
の
蔵
書
の
一
部
を
図
書
館
蔵
書
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
経
緯
を
み
る
と
実
質
的
に
売
却
し
た
も

の
で
あ
る
。
ま
た
一
九
一
七
年
に
は
新
居
購
入
に
あ
た
り
、
そ
の
費
用
を
蔵
書
売
却
に
よ
り
捻
出
、
さ
ら
に
晩
年
に
は
蔵
書
の
多
く
を
売
り
立
て
て

い
る
。
拙
稿
「
翻
刻
解
題　

市
島
春
城
「
自
叙
伝
材
料
録　

三
」（『
早
稲
田
大
学
図
書
館
紀
要
』
六
六
、
二
〇
一
九
年
）
参
照
。
あ
る
い
は
日
付
の

近
い
⑤
⑥
を
一
連
の
も
の
と
考
え
、「
記
録
類
」
の
代
金
と
し
て
四
五
〇
円
を
受
け
と
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
推
測
の
域
を
出
る
も
の
で
は
な
い
。

 

（
ふ
じ
わ
ら　

ひ
で
ゆ
き　

教
育
学
部
非
常
勤
講
師
）


